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大
正
・
昭
和
期
を
代
表
す
る
新
現
実
派
の
短
編
作
家
芥
川
龍
之
介
（
一
八
九
二
～
一
九
二
七
）
は
、
明
治
の
教
育
を
国
漢
や
英
語
に
十
（１） 
分
に
受
け
、
さ
ら
に
古
今
東
西
の
文
学
を
自
力
で
読
破
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
迫
る
学
力
と
鑑
識
力
を
身
に
つ
け
て行った稀代の作家のひとりである。その文学の特徴として挙げられるのは、粉本や仕掛けの多いことで、直接人生
か
ら
学
ん
だ
生
な
体
験
を
創
作
に
あ
ま
り
活
か
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
か
れ
は
、
自
然
主
義
の
作
家
た
ち
が
そ
う
で
あ
っ
た
の
と
は
反
対
に
、
実
生
活
か
ら
素
材
を
得
る
こ
と
は
少
な
く
、
あ
く
ま
で
書
斎
に
お
け
る
読
書
の
中
か
ら
材
を
得
、
独
自
の
文
学
を
創
造
し
た
と
い
わ
れ
る
。
芥
川
は
ブ
ッ
キ
ッ
シ
ュ
な
作
家
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
所
以
は
こ
の
点
に
あ
る
。
か
れ
が
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
古
今
の文学によく通じていたことは衆目の一致する所である。しかし、いかに読書から得た該博な知識が豊かであっても、
それがそのまま創作に活きるとは限らないが、その芸術活動の源には、いつも拠り所となる種本があったということ
で、佐藤春夫は芥川を評して、「無から有を生ずる人では無くて換骨奪胎の能才であった」と述べている。ざらに佐
藤
は
、
芥
川
文
学
の
特
質
を
「
知
性
で
組
み
立
て
て
神
経
で
書
く
」
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
い
い
、
「
お
手
本
も
し
こ
た
ま
腹
の
な
か
に
蓄
へていたと思ふ」（「芥川龍之介論」「近代日本文学の展望」所収）と語っている。
芥
川
は
ア
メ
リ
カ
文
学
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
ボ
ー
の
作
品
に
親
し
み
、
か
れ
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
じ
っ
さ
い
具
体
的
ボ
ー
と
芥
川
龍
之
介
Ｉ
芥
川
旧
蔵
の
ボ
ー
文
献
の
書
込
み
に
つ
い
て
Ｉ
宮
永
孝
3９ 
●
 
弓ほめ一一一）一一「。【【の。［回□ぬ貝シ一一四口勺○の》ｚの一一一「｝ごｏ○一一のＲの□四口９の二一斤の具竺一一一「一岳ロョの］】】。〕『》Ｑ三つＰ｝曰（『○已巨。ご○Ｐ四ロロロ○斤のの》す邑
両Ｓ］］ロロｇｏ一四局のロの①の（のロ］〕〕四口四口□の①。【ぬのロ９－－－「ロ『Ｑ一一］一一「○○ニウの【［『一三の一一一「『。『穴》○豈口【一のｍのｏユウロの『》の》の。曰の》］①］一・
に何を学び、それを自家薬鑓中のものとしたのであろうか。ボーと芥川には、創作家としての資質、創作態度や主張、
作品の特質などにも共通点が少なからず見いだされるのである・ボーと芥川とに関して過去に比較文学的な論考がい側
くつか発表きれているが、芥川のボー文献の書込みとその意義について論じたものは未だ無いようである。筆者は、
芥
川
が
所
持
し
て
い
た
ボ
ー
文
献
と
書
込
み
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
れ
の
ポ
ー
ヘ
の
関
心
の
在
り
方
、
ボ
ー
理
解
、
ボ
ー
の
感
化について明らかにしたいと志した。まず芥川のボー文献から話を進めるが、芥川はどのようなボー文献を所蔵し、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
も
の
か
。
芥
川
の
旧
蔵
書
は
洋
書
八
○
九
冊
、
和
漢
書
一
八
二
一
一
冊
か
ら
成
り
、
洋
書
の
ほ
と
ん
ど
は
英
書
ま
た
は
各
国
文
学
の
英
訳
本
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
書
込
み
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
芥
川
の
ボ
ー
文
献
に
つ
い
て
い
え
ば
、
現
在
そ
れ
ら
は
目
黒
区
駒
場
の
「
日
本
近
代
文
学
館
」
の
地
下
の
書
庫
に
架
蔵
き
れ
て
い
る
。
筆
者
は
一
五
、
六
年
前
に
格
別
の
計らいで一度、また先頃改めてそれらを実見する機会にめぐまれた。これらの文献は、芥川の子息比呂志氏が同館に
寄贈したものである。が、複写は一切許可されていない。以下に記すものは、芥川旧蔵のボー著作集・伝記・研究書
等である。
ま
ず
「
ボ
ー
著
作
集
」
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
芥
川
は
次
の
よ
う
な
版
本
を
持
っ
て
い
た
。
１
Ｅ
・
Ｃ
・
ス
テ
ッ
ド
マ
ン
、
Ｇ
・
Ｅ
・
ウ
ッ
ド
ベ
リ
ー
共
編
「
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ボ
ー
著
作
集
』
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
ク
リ
ブ
ナ
ー
ズ
・
サ
ン
ズ
社
、
一
九
一
四
年
ボーと芥川龍之介
弓岑の記＆己の言向己試○言
弓声のご『。『【の。｛ｐＱｍ貰鈩］一四コ勺○の》曰｛弓のごｏ－ｐＢのの》句『○三】の□］の。①旨８一○『（『○ヨロ巴三旨、す『シ『弓巨『団・国の。豈の『》Ｚの三「
『。『【・勺・句．ｏ○二の『陣の。Ｐ三Ｏ巨胄ご・ カ
バ
ー
この著作集は一○巻本であり、表紙はチョコレート色、版本の大き共□は縦一八センチ、横一○・五センチである。
、
、
、
、
芥川は全巻を所持せず、現在あるのは六巻から九巻までの四冊だけで、それらには団員の盲隊冨一のＣの一一四巳ののや一一（の【’
四二。『三白の己などが収録されている。
カ
バ
ー
この著作集は五巻本であり、芥川は全巻を持っていた。表紙は黒色、版本の大き共〔一は縦一一○センチ、横一四センチ
である．表紙の正面ｌほぼ中央にポ「の胸像があり、そこから少し離れた頭部に「大カラス」の絵が描かれている．
次いで「伝記」について述べると、芥川が持っていたものは次の一冊のみである。
口｛の。｛ロロ、胃シ一一四口勺○のウ望］四己ののン
１
 
３
Ｊ
・
Ａ
１
 
Ｕ
ニ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ボ
ー
著
作
集
」
Ｐ
。
Ｆ
・
コ
リ
ァ
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
社
、
一
九
○
四
年
ハ
リ
ソ
ン
箸
『
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ボ
ー
伝
」
ト
マ
ス
．
Ｙ
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
．
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
社
、
’
九
○
二
年
四四『『］の。□＆岳のご曰くの『の］ご○｛く一『ぬ曰冒》一一一巨の（『日の□》室の二「ＫｏＲ宍弓豈○已四のＫ・
ロ
4１ 
線が引いてある。
カ
バ
ー
同書の表紙はチャコールグレー、版本の大きさは縦一一一一センチ、横一四・五センチである。同書の初版は一九一五
年にロンドンの三の二巨自から刊行されているが、芥川が所持していたものは後版である。芥川は同研究書を古書で
し
お
り
求めたものか、本全体につかれが目立つ。とくに六九と七七頁に細長い紙片（栞）が各一枚は些（｝んであるほか、五八、
五九、六一一一、六四、七一、七一一、七一一一、九○、九一、九二’九七、九九、一○○、’○一一一、一○四の各頁の所々に縦
Ｏ『○日三の一一体ｏＰ・］①○国．
ｐｐｍ四『シ一一目勺○の。シｑ三８－の巨□『ウ『シ『ニロ『幻目の○曰の》②【の□言口の三［斤俸ＯＰＦｏｐＱｏＰ三Ｃ〆×一一・
カ
バ
ー
同書の表紙は緑色、版本の大きさは縦一一一センチ、横一一二・五センチである。書込みはとくに無かったように思う。
次に「研究書」について述べると、芥川が所持していたのは次の三冊である。
Ⅲ
ア
ー
サ
ｌ
ラ
ン
サ
ム
著
一
エ
ド
ガ
ｌ
ア
ラ
ン
余
「
ｌ
批
評
的
研
究
」
ス
テ
ィ
「
ブ
ン
ズ
ウ
ィ
フ
！
ア
ン
ド
カ
ン
パ
ニ
社
、
一
九
一
三
年
4２ 
ボーと芥川龍之介
以上のごとく、芥川が所持していたボー文献は全部で十指に満たず、決して多いとはいえない。次にこれらの刊本
中に見られるかれの書込み（線を引いた箇所や芥川自身のメモ）について、さらにくわしく述べてみたい。まずチャ
ールズ・スクリブナーズ・サンズ社刊のニドガー・アラン・ボー著作集」（以下「ボー著作集』とする）であるが、
カ
バ
ー
同書の表紙は淡い柿色、版本（
みは見られぬが、一六、三○、
読
ん
で
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以上のごとく、芥川が所持し｝
カ
バ
ー
同書の表紙は濃紺、版本の大きさは縦一一四センチ、横一六センチである。同書の初版は一九一一一年にサンフーフンシ
スコの国『臣の①ロ【・巨召社から刊行されているから、芥川が持っていたものは後版であろう。なお、同書に書込みは見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ロロ、四『シ一一四口勺○の》四○二「（○六口○二「三ヨヶ『ｏ・少一己彦○口の○の曰耳百○四『□のロロミ勺巨三一の三口、０Ｆ百ｏｚの二「田。『六．ご臣．
固呂四『シ・宅○の．シの三口冒す］］○ヶロ三・両○ウの『【の。Ｐ三・□・の・勺・勺巨ヨロヨのの○口の》Ｚ①諄「ＫＣ『穴俸ＦｏｐＱｏＰ乞麗。
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６
Ｃ
．
Ａ
・
ス
ミ
ス
箸
「
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ー
フ
ン
・
ボ
ー
研
究
』
ガ
ー
デ
ン
・
シ
テ
ィ
社
、
’
九
一
一
一
年
Ｉ
 
１
 
５Ｊ．Ｗ・ロバートソン「エドガ１．Ａ・ボー研究』Ｇ・Ｐ・パットナムズ・サンズ社、一九一一一一一年
１
 
版本の大きさは縦二一センチ、横一一一一・五センチである。芥川は初版をもっていた。書込
○、’二八、’五八、’七六、一一四四の各頁の角が折ってあるから、これらの頁の記述を
4３ 
その第六巻は「文芸批評」（口（の『四二三（どの日）であり、この巻は○口勺・の芹二四三勺・の亘弓冨勺・の言勺【曰Ｃ己の】目丘の
勺二・の。つど・｛Ｏ・白ロ・の三・Ｐ弓豈の宛昌・目｝の。【くの『の①．三・○・国『舌昌などを収録している・同巻の一一一一一一一一頁は、「注」“
（ｚｏＢｐの）の目次であり、「詩の原理」「詩作の哲学」「韻文の原理」などのタイトルに赤で○が付いている。このこ
とから芥川はきっとこの一一一作も読んでいたと考えてざしつかえなかろう。
同巻の八頁（「詩の原理」）の欄外（印刷部分の四縁辺の空白部分）に赤で縦線が引かれている。
閂四一旨口の［○二のケの『の、『。｛『香、ロミ冒試向・岸弓山のワの①口四いのロョの９国Ｃ三三ロロニロご○尋のｓ昌・＆『のｏ〔］『、ロ□ごｓ『のＲ］量》ｇｇｇの巨言‐
曰四〔の○つ］のｇｏ【四一一勺○の【『昌一⑫目『巨什ロ．固くの『『ごＣの］Ｐ】（】印の＆Ｑ》⑪可○己。冒○巳Ｃ胃のＰ日。『Ｐ］一画ロロワ望（三の曰。『四一】②（ずのロ○の（旨四一
白の『一（。｛ｓの三○『【８ワの口＆宮口、の・・ごくのショの『一○四口の①の己のＱ四二『声画くの己呉『○己園の□［亘⑪宮四℃□］己の口》四ロロミの国○の【○己四口⑫》ぐの『『
の印已の、三一『》宮口ぐの□の『の一○つのロー【旨昏一一・二の盲『の己六のロ一（旨ｓｏ貝声の己の斤冨【庁○三「『】【の四℃○のョの旨己一『き『弓のロ○の貝②の罠Ｐ
三○円固の
’－－－－◆ＴＩ－－ｌ 
ｏｚ勺○口目幻巨シヱロ目西口勺○両目の
この位置に「】震の」といった芥川の書き入れがある。
○円声の勺・の号勺『日日己］の石巨三いず＆……
○日宮宅二・の：ご・【ｏ・己□。⑫三・二
勺岸三一号＆旨屡の『ロ冨員印二眉目曰のごシロ三・］⑭念・の①のロ○斤の○口虞曰苣の甸口⑫の葛》ご○一・〆
○曰彦の幻呂・目］の。【くの『②の勺巨二号＆冒弓のの。巨弓の『ご……
ボーと芥川龍之介
ざらに一○頁（「詩の原理この欄外にも赤で縦線が引かれている。
□｝ご己旨、弓のどく。『一二○｛曰冒□旨〔○一厨二『の①皀○印斤一己己の＆口［の一昌○ウぐ一○臣のｓの庁曰。ご○口の．諄「の宮画くの斤豈の勺巨『の百片の一一の。戸目山の〔の》ロロロ
ニの三○『画一の①ご印の．閂己一四の①弓四の【の旨二の曰己已一の》すの８口の①］三の］臣の〔二一いつ○の三○口二言ロロ旨岳の己冒２－斤。。２℃一の印・声声○一Ｑ②旨（一‐
私がいうのは「教訓詩」という邪説のことなのだ。そこでは、すべて詩というものの究極の目的は真実であるということが、
暗
黙
の
中
に
、
ま
た
は
公
然
と
、
直
接
に
、
あ
る
い
は
間
接
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
詩
は
教
訓
を
説
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
作
品
の
詩
的
価値が判断されるのは、その教訓によってであるというのだ。われわれアメリカ人は特にこのおめでたい考えを奨励し、そし
て
わ
れ
わ
れ
ボ
ス
ト
ン
の
市
民
た
ち
は
、
と
り
わ
け
こ
の
考
え
を
十
分
に
発
展
さ
せ
て
来
た
。
詩
を
書
く
の
は
た
だ
詩
そ
の
も
の
の
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
意
図
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
、
自
分
が
真
の
詩
の
威
厳
と
力
づ
よ
さ
を
根
本
的
に
欠
い
て
い
る
こ
と
を
告
白
す
る
よ
う
な
も
のだと考えるようになったのである。ｌが、事実は簡単なことなので、もし、われわれ自身の魂の中をのぞくことが許され
苔
え
す
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
詩
ｌ
詩
そ
の
も
の
Ｉ
詩
で
あ
っ
て
そ
れ
以
上
の
何
も
の
で
も
な
い
詩
Ｉ
た
だ
詩
の
た
め
に
の
み
書
か
れ
た
こ
の
詩
１
以
上
に
完
全
な
威
厳
を
そ
な
え
、
さ
ら
に
無
上
の
高
貴
ざ
を
も
っ
た
い
か
な
る
作
品
も
天
下
に
存
在
せ
ず
、
存
在
す
る
筈
も
な
い
の
だ
と
い
うことがただちにわかるであろう。
（２） 
全別川裕一・工藤昭雄共訳）
ロロロ（○四の戸口○ゴ「一の□ぬの叩巨りす【○ずいくのウの①ロ。■『このの一ｍご》一二○口］□すの〔○○○口［のいの。■『印の］ご①の『ロローロ四一一］勇「ロロ｛一口、一口斤豈の【『臣の勺○の厚Ｃ
」
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三
・
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ｌ
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己○の『ヨゴ「『】耳のロの○一の｜量｛○『（ずの己○のロ｝》の⑫四声の
4５ 
いる。 一一三から一一一五頁は、ボーの「詩作の哲学」の記述であるが、一一一一一から一一一一一一頁にかけて、欄外に赤で縦線が引かれて
も
、
そ
れ
は
た
だ
悪
徳
の
醜
さ
‐
する敵二昂１１のゆえである。
心の世界を一目瞭然たる三つの領域に分けてみると、純粋知性と、審美眼と、道徳感とになる。私が審美眼を真中に置いた
のは、心の中でそれの占める位置がまさしく真中だからである。それは両端のものと密接な関係をもっている。とくに道徳感
と
は
極
め
て
微
か
な
相
違
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
跨
踏
な
く
そ
の
機
能
の
い
く
つ
か
を
道
徳
そ
の
も
の
の
中
に
加
えた。それにもかかわらず、この三つのものの職務には十分な区別が認められるようである。知性が「真実」にかかわるよう
に、審美眼はわれわれに「美」を教え、｜方道徳感は「義務」に慎重を期する。この後者、即ち「義務」に関しては、良心は
責務を教え、理性は得失を教えるが、審美眼はその魅力を示すことをもって足れりとする。悪徳に対して戦いをいどむとして
も
、
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れ
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さ
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ｌ
適
切
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ボーと芥川龍之介
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え
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な
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し
か
し
、
お
そ
ら
く
、
ほ
か
の
い
か
な
る
理
由
よ
り
も
作
者
の
虚栄心がそれについて筆をとらしめなかったのであろう．大抵の作家Ｉことに詩人ｌは、｜種の美わし誉狂気ｌ忘我的蝿
直
観
ｌ
に
よ
っ
て
制
作
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と
考
え
て
も
ら
い
た
が
り
、
舞
台
裏
、
即
ち
精
繊
で
は
あ
る
が
動
揺
し
て
い
る
未
熟
な
思
想
１
１
最
後
の
瞬
間
に
な
っ
て
は
じ
め
て
と
ら
え
ら
れ
る
真
の
目
的
ｌ
全
体
的
に
見
渡
せ
る
ほ
ど
成
熟
し
て
い
な
い
観
念
の
無
数
の
き
ら
め
き
ｌ
御
し
が
た
い
と
し
て
絶
望
の
あ
ま
り
放
棄
さ
れ
た
完
全
に
熟
し
て
い
る
想
像
１
１
用
心
ぶ
か
い
取
捨
選
択
ｌ
心
を
痛
ま
し
め
る
削
除
と
挿
入
ｌ
要
す
る
に
舞
台
裏
の
車
輪
と
歯
車
１
１
背
景
移
動
の
仕
掛
け
ｌ
段
ば
し
ご
と
奈
落
１
１
雄
鶏
の
羽
毛
走
い
化
粧
料
と
黒
い
付
けほくる、それらは百中の九九まで文学的俳優の小道具を構成するものであるが、そうした舞台裏を公衆にのぞき見させるこ
と
に
は
怖
気
を
ふ
る
う
の
で
あ
る
。
他方また私は、作者が作品の結末に達するまでの諸段階を回顧できる状態にあるということが決して常態ではないというこ
と
も
知
っ
て
い
る
。
｜
般
に
、
暗
示
は
雑
然
と
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
雑
然
と
追
求
さ
れ
、
そ
し
て
忘
れ
さ
ら
れ
る
も
の
で
あ
私
自
身
と
し
て
は
、
先
に
言
及
し
た
嫌
悪
に
対
し
て
何
ら
の
同
情
も
抱
か
ず
、
ま
た
い
か
な
る
時
に
お
い
て
も
自
分
の
ど
の
作
品
で
も
そ
の
進
行
段階を想いおこすのに少しも困難を感じないのである。そして私が望ましいことであると考える分析もしくは再構成に対する
興味は、分析される作品に対する現にある、あるいは想像上の興味とはまったく別箇のものであるから、私が自分の作品の一
つが構成されたその創作方法を明かしても不作法なこととは考えられないであろう。
（前川裕一・工藤昭雄共訳）
る。
ボーと芥川龍之介
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最初の考察は長さのことであった。どんな文学作品でも長すぎて一気に読みきることができないならば、印象の統一から得
られるきわめて重要な効果を無にすることに甘んじなければならない。何故なら中途で読むのをやめなければならないとなる
と、俗事が介入し、およそ全体性というようなものはただちにこわされてしまうからである。しかし、他の事情が同じとする
なら、いかなる詩人も自分の企てを進捗させるようなものは何でも無しにすませることはできないのであるから、考察を要す
る
問
題
と
し
て
、
長
さ
の
点
で
、
長
す
ぎ
る
こ
と
に
伴
っ
て
失
わ
れ
る
統
一
を
償
う
に
足
る
だ
け
の
利
益
が
は
た
し
て
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が残る．それに対して即座に私は否と言う．われわれが長詩と呼んでいるものは実際は短詩ｌ即ち短い詩的効果の連続にす
ぎない。詩は魂を高揚させることによってはげしく興奮させる、そのかぎりにおいてのみ詩であるということは証明するまで
もないことである。そしてすべてはげしい興奮というものは精神の必然性によって短いのである。こういう理由から〈失楽園〉
の少なくとも半分以上は本質的には散文ｌ必然的に詩情の沈滞をまじえた詩的興奮の連続であり、全体がその極端な長誉の
ために、甚だ重要な芸術的要素、即ち全体性、効果の統一を失っているのである。
（前川裕一・工藤昭雄共訳）
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4９ 
’七七頁（「詩の原理」）には赤で横線が引かれている。
こ
の
限
界
内
に
お
い
て
な
ら
ば
、
詩
の
長
さ
は
そ
の
価
値
に
対
し
て
Ｉ
換
言
す
れ
ば
感
動
即
ち
高
揚
に
対
し
て
ｌ
誉
ら
に
言
葉
を
か
え
て
云
うなら、詩が誘発しうる真の詩的効果の程度に対して、数学的関係を保たしめることができるであろう。何故なら、短かさは
意
図
さ
れ
て
い
る
効
果
の
強
さ
に
必
ら
ず
正
比
例
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
に
は
、
何
ら
か
の
効
果
を
生
み
出
す
に
はある程度の持続が絶対に必要であるという条件がついている。
（前川裕一・工藤昭雄共訳）
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かくて、｜般的意味での詩と音楽の結合の中に詩的発展の最も広い分野が見出されることにはほとんど疑いの余地はないで
（前川祐一・工藤昭雄共訳）
5０ 
ボーと芥川龍之介
ボーには「Ｒ・Ｈ・ホーン論」（函・曰の）と題する評論があるが、これも第六巻に収められており、その一一七九頁
、
、
の欄外に黒色（エンピッか？）で縦線が引かれている。
さらに同巻の一一八○と二八一一一頁の欄外にも黒色で縦線が引かれている。
（大意）
それでも私たちは、熱狂的な賛辞を寄せたことで責められたことはなかった。本物の「詩」の最も高雅で最も神聖なる特性
の点で、「オライオン」の右に出るものはなかったというのが、私たちがとくと考えた上での意見である。じっさい、この作
品
に
匹
敵
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
と
い
い
た
い
位
だ
．
そ
の
想
像
カ
ー
大
観
し
た
と
き
の
特
性
ｌ
は
、
最
も
洗
練
き
れ
た
も
の
で
あ
り
、
最
も
高揚させ、最もおごそかなものである。遺憾ながら、批評を書くにしても、ここでは紙幅の都合もあるので、こと細かに論じ
るわけにはゆかない（後略）。
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5１ 
第七巻も「文芸批評」を収録しているが、「ナサーーエル・ホーソン」（ｚシ弓西シニロＦ西シミ目四○宛三両）論が収めて
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（大意）
「失楽園」の中に出てくる地獄の描写といえども、生々しい効果、独創性、表現力、真の想像力の点で、これらの見事な、
、
、
、
、
、
、
、
比類ない文章と比べると概して劣るのである。こういう所説を述べると、私たちの｝」とを異端者として責める者も大勢出てこ
よう。しかし、「小数のエリート」たちがいて、かれらは心の奥底で、この主張が全く真実を語っていると思うことであろう。
非難する連中は、少なくとも口を閉ざすだろう。もしかれらがありきたりのたわごとが軽蔑をもって聴かれていることについ
て、少しはわかると。
曰豈のこのの⑤『一℃〔８口。｛〔づめ西の一一旨倉石■『四ｓいのＰＣ⑫（ご】のＰ』Ｓｍ亘舂ミ（愚一画忍。「旨、『四つ三の①【｛のＲ》曰○ユ、ヨロ一一【ご毫旨の〆□『の⑭の一○Ｐ亘〔ずの
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諄「す○二「一一一ＣＣｐＱの■】口巨のロのケの『の（】の四一一ウロ（（ずの『の四『の四一げす○の①ご〔の諄「。一三三ケ。諄「一一一［の①一・一口〔ずの】『一口ロ】。⑭〔の。■一の》【ずの巴ヨ］□｜の庁『■〔ず。［
弓の四ｍの①『三○口・弓声の｛。『己の『○一四⑫の勇ａ已口四斤｜の四⑫【ウの⑫一一のロ戸。。已口［ずのご【。『己①ぐの口四『の己。〔の○○コ、の己［一○口。｛一言＆『の○口〔①曰己［三一【ず
諄「ず一。ケ夢「のす①ロ『宍のロ〔。〔ず囚『の。ごくのロは○口四一一四『ぬ○二・
（大意）
詩歌の広い領域において、これほど豊かに、これほどふしぎに、これほど品よく、これほど想像力に富んでいるものはない。
な
る
ほ
ど
私
た
ち
に
は
情
熱
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
絵
の
た
め
に
こ
そ
あ
る
の
だ
。
5２ 
ボーと芥川龍之介
ある一一一一頁の欄外に、赤で縦線が引かれており、さらに一一一六頁を見ると頁の角が折ってある。
（大意）
すぐれた文学者であれば物語を構築することができる。もし利口な人間であったなら、その文学者は、事件に合わせるため
に自分の考えを作り上げることはしなかったろう。しかし、細心の注意を払って、生み出すべきある種のユニークな、あるい
は単なる「効果」を思いついたあと、かれは事件を作り出す。それからかれは、あらかじめ考えておいた効果を生み出すのに
いちばん役立つかも知れぬ事件とそれを一体化させる。もし文章の第一行目から効果が現われないようであれば、作者は初手
から失敗したことになる。全体の構成の中に直接又は関接にせよ、本来の意図にそぐわぬ言葉を添えてはならぬ。そして入念
かつ巧みに、そのような手段を用い、ついにある画像が描かれる。さらにその画像は、血縁性をもってそれを眺める者の心に
深い満足感を与えるのである。物語の着想は、じゃまになってはならぬという理由で、非の打ちどころのないものとして示さ
れてきた。しかし、それは小説の達しがたい目的でもある。詩におけるのと同様にあまり短かすぎることは好ましくない。が、
シ⑫重一ごこ】【の『■『ご囚『庁】印庁冨の８口の【日日＆四国］の．目［三一の①》声の盲のロ。【［用言。□巴巨のｓｏ巨召〔ぬ８国ｏ８已白。＆【の豆⑫曰ＱＱの，
ご庁の》ウ臣〔ず四ぐ】ごｍｎｏｐｎの一ぐの二・ヨ「】斤豈□のニウの『四〔の。ｍ『の》四ｏの『【四】ロ巨口】□Ｅの○門巴ロ、一のへご母同『【○ケの諄「『○■ぬ宮〔○臣（マケの〔ずの己一国ごｍロ【の⑫口の声
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岳の『①の与○巳ロワのロ○尋。『ロミユヰのＰＣ【言亘の豈号の庁のロロのロ。『．＆『のｇｏ『曰＆『のｎ戸一⑫ご○（〔○二の。どの己【の‐①の白ウー】の声のロロ①の碕口・シロロ
ワ旨の巨○与閂ヨの四口いつ二「一〔ずの■ロケの②『の囚ロロ⑫【一一一つ四つ］。【屋『の一の四斤一のロ、【ケロ四一口（のロゴ「ず局ロ一の画くの⑫一印庁豈のヨニロロ。〔ゴー『ロ。『ずＣＣＣロ【の閂冒ローＰ（のい
」〔三一〔ご口穴ご□『のロロ『戸口いのロ⑫①。【斤彦の｛昌一の⑫【のｇ一⑫註Ｒ一○口・弓ほの丘の四○｛（ずの白一のヴロのワの①ロロ『のいのロ〔の旦巨ロワーの己】いぽの９ヶの○口ロの①巨ロー
曰⑫ｇ『ワのＱ》ＰｐＱ三一⑫】②四口のロロロロ四斤臼曰四ウ］のワ昌已の口○ぐの一・口ごＱ■のワ『のご】ご】の］ロ②【口いの〆、の己【】○口四三のケの『の画印旨昏のご○の目》すロ（
百ｓの］の口四ぽ】の弩の〔己。『の（○ずの国ご○昼の貝
5３ 
こ
れ
に
つ
づ
く
英
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ごくのゴロぐの⑫四一□〔ず四斤［すの〔四一の可ロ⑪四つ○一口〔。｛の色つのユ。『一［臣のぐの二○ぐの『【声の己『の『ヨ・閂ご｛四つ戸夛「す一一の【ずの『斉豈一言ゴー。｛〔彦一の一四写の『一切四口
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昌目日切一三の山一一己の『・｛８臣『ｍの．Ｓ『ご弓貝戸已ごワの四三の□『言『の『盲「盲→§言馬『〔宮〔岳の目昌・『夢「ず。＆曰⑭四斤＆の己巨『の一望
ワの四口ご｛ロー旨四つ『。⑫の臼ウーの一の一■ウ。ユロ、四斤四ｍ『のロ【Ｓｍ口Ｑごロロ庁四ｍの・句。『国の凹巨（『。Ｐロウのワの耳の『【『の口［の□旨斤可のロ○の曰・二○斤の○君】【す
（の『『。『》。『ロロ胡一○Ｐ。『弓。『『。『〕。『四日巳ご自已の。｛のロ。豈○ｓの『ロ。冒斤の・シロロゴの『の一［ゴ「一一一ウの⑫の①■ず。三宮一一○【己『の旨ｓｏの四『の岳の
この目一目言呂この『の一・局猪口旨の（已○の①冒言ミミペ具已口ご｛旨のの目ヨローのの。【勇「三ｓ三の『の｛・目ロヨニの８『一一の『ご昌弓の『印。【
国一四⑥六夛己。□・弓ずの一已已『のい⑫一○口い□【。。■の①ロミの円の諄「『○口、豈斤曰四一の四二己四斤のいつ声の『の○【口。［】ｏＰＰｐＱＣｏ口⑫庁一目〔の□画一の四斤一己四斤の
四一【ず○口ぬぎの。曰のご己の⑫四口の〆四ｍｍのＲ四〔のロ日（の『のい【・目ゲの邑三の『の『の一一⑫ケのこ・・…．
長すぎることはもっと避けねばならぬことである。
（大意）
5４ 
ボーと芥川龍之介
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著
作
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（
以
下
『
ボ
ー
著
作
集
』
と
す
る
）
の
第
五
巻の一七六頁（「詩の原理」）には、赤で横線が多数引かれている。
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○『》香『ご量困言（すのヨロ⑫一Ｐ夛「のロヰ巴口斤○ウ岸（ワユの【ロロロ】ロロの【の『曰』ロ四斤の、一一皀己の①⑭．
…
三
・
言
扇
’
三
三
三
三
ｓ
局
三
二
三
…
三
三
三
…
言
三
．
三
二
愈
函
三
．
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
物
語
は
詩
よ
り
も
優
位
に
立
っ
て
い
る
．
じ
っ
さ
い
詩
の
「
リ
ズ
ム
」
は
、
詩
に
つ
い
て
の
最
も
崇
高
な
考
え
ｌ
す
なわち美についての考えを発展させるときに、絶対必要な助けなのである。またリズムの不自然さこそ、「真」に基礎を置い
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
思
想
や
表
現
の
発
達
に
不
可
分
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
真
は
往
々
に
し
て
、
ま
た
大
い
に
物
語
の
目
的
で
も
あ
る
。
最もすばらしい物語の中には推理の物語もある。だからこの種の創作の分野は、たとえ精神の高い山上になくても、単なる詩
の領域よりもずっと広大な土地から成る台地なのである（後略）。
５
 
われわれにはなお癒しい難い渇憩室があり、彼はそれを鎮めるための清澄な泉を示してはくれないのだ。この渇望は人間の不５
目与の【の】の⑫（一一一四の。白の【す曰、』ロ庁豈のｓの【囚ロロの二言。■ずのケ凹印ワの①口巨ロロケ］の（○四〔国旨．ごくのゲロぐの⑫二一一口庁亘『の【ロロロ巨のロ○ずロウ｝のご【。
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また「楕両
「四三豈○Ｒ・］
味であろう。
次に同社刊『ボー著作集』の中にみられる書込みについて詳述してみたい。この著作集は、先にも述べたように五
巻から成り、第一巻には「ボー伝」「ボーの死」「ハンス・フファールの無類の冒険」「黄金虫」「四獣一体」「モルグ
街殺人事件」「マリー・ロジェの失畭事件」「軽気球虚報」「ピンの中の手記」「楕円形の肖像」など八篇が収めてある。
第一巻の一一一五一頁は「ピンの中の手記」（二ｍ・句・巨己旨四国○三の）であるが、欄外に赤で縦線が引かれている。
減
に
由
来
し
て
い
る
。
人
間
が
永
久
に
存
在
す
る
こ
と
の
結
果
で
も
あ
り
、
し
る
し
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
星
を
求
め
る
蛾
の
願
い
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れの眼の前にある美をただ単に鑑賞することではなくてｌ天上の美に達せんとする狂おしい努力である（後略〉．
（前川祐一・工藤昭雄共訳）
な
い
で
垂
れ
下
っ
た
。
弓苣の色回白の。［■の画ロローのウ臣『ロの□巨己○口［ロの己○○℃三】［ロ。■庁庁宮の一の四ｍ斤己の『ｏの己已三の己。〔］○ＰｐｐＱｐ－Ｃｐｍご巴『》ロの一ロウのプミの①ロ〔ずの
［一口、の『■ロロ（ず巨閂ロウごロ巨口、諄「】【す○口片片ケの己○の⑫一つ一一】庁昌。｛□の【の。ごロ、口ご一ウ『ｐご○ロ．
蝋
燭
の
焔
は
船
尾
高
甲
板
で
わ
づ
か
の
揺
ら
ぎ
も
見
せ
ず
に
燃
え
て
い
た
し
、
食
指
と
栂
指
と
で
長
い
髪
の
毛
を
持
っ
て
み
て
も
、
少
し
も
震
え
「楕円形の肖像」（二の○目｝勺・耳『三）は、同巻の一一一七一頁で終っているのだが、同頁の下方（地）の欄外に
Ｈ」や］い」といった、芥川自身の書入れがある。これは大正一一年一○月一一一○日にこの短編を読了したという意 （３） 
（佐々木直次郎訳）
5６ 
ボーと芥川龍之介
第二巻には短編一七篇が収録されており、同巻の「目次」（○・日の旨の）にみられる次の作品名に、芥川は黒インク
、
で○を付けたり、赤で作品名の下に横線を引いている。○印は、かれがこれらの作品を読んでいた一」との左証となる
も
の
で
あ
ろ
う
。
○○ ○○○○○○ 弓四両勺宛国三シ自己宛向田己四房Ｐ…・…………………………………………………………・…：…………・………・・………………：口望
日四国閂三勺○句目四口勺向用ごロ丙のロ…・…・……………・…・……………・………………………………・…・・…………………。：…：］ｃｍ
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5７ 
が引かれている。
の右手の欄外に、英語で「目已の○画の｝囚己の」（「諸島の名」）といった書き入れがある。これは文中の国のす『このの（スコ
ットランド西方の諸島「ヘブリディーズ」）を指すものと思われる。また一七四頁の次の英文中の単語に、下線（黒色）
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此方へ揺れている。
しかし睡蓮の領域には境界がある、ｌ暗い、恐ろしい、高い森の境界だ。そこでは、ヘブリディイズあたりの波のように、
し
に
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え
低い下生が絶えずざわめいている。しかし天には少しの風もない。そして太古からの高い樹々は強い轟立曰をたてて永遠に彼方
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（４） 
（佐々木直次郎訳）
5８ 
ボーと芥川龍之介
曰・『閉のは「沼地」「湿地」の意で、むずかしい単語であるが、芥川はこの語の意味を知らなかったものか、左手の
欄外に英語で「のミロョロ・『曰自呂」と書き入れている。
一一一八頁の「約束ごと」（目四回シの巴のヱシロ○ｚ）の欄外に、赤で縦線が引かれている。
あ
ら
わ
し
る
が
ね
彼
女
は
た
だ
一
人
で
立
っ
て
い
た
。
彼
女
の
小
竺
ご
い
、
裸
の
、
銀
の
よ
う
な
足
は
、
下
の
黒
い
鏡
の
如
き
大
理
石
の
中
に
き
ら
め
い
て
い
た
。
よ
そ
お
ちりぱ
彼女の髪は、その舞踏室の装いからまだ半ば肌Ｕ夜の休みのために解いてなく、あまたのダイヤモンドの鎮められている間に、
めすの叩ＳｏＱｍ－ｏｐの・国の『の曰Ｐ一一》す四『の山口ロ②一一ぐの『豈｛の①【ぬ｜の口白の。旨【ずのウーＰ○六ヨー『『。『。｛曰回『ワーのウのロの日げぎの『・因の『豈巴『・ロ。［四⑰
『の〔『。。『の［す四■ず四一［一○○⑫のロの□｛。『〔ずのご－ｍ声〔（『。■］耳②ワ■一一‐『。。■］■『『四邑・の一臣⑫〔の『の□っ四目。一二口いず○二『の『。【Ｑ一回旨■○口□いつ『○巨口・囚ロロ
『○ロロロロの『。一回いい】の巴豈の四Ｑ》旨の巨【］②一房の岳○印の。【巳の『。■ロぬず『ロ日ロ弓・少のロ。諄「望‐急「亘庁の②ロロ、四巨園の‐一一【の□『四つの『望めの①曰の□８ヶの
ロ８『一邑三のの○一の８この『ごｍ８ｐの『□の一一ｓ〔のざ『ヨーウ昌昌の曰己，目白己の『四ロロョ己已、三巴『夢「四の宮○戸の昌一のＰ四口□⑫三一．目□ご○己。‐
［一○口一口（ず①の〔Ｐ庁巨の‐一一戸の帛○目已】【⑫の一｛ご叩〔】『『の。①くのロ【ずの｛○一ｐ⑫。【〔ず口〔『画一閂己のロ【。｛この『『く四℃。『諄「す】の彦ケロロ西口『。■ロ二一【口の［彦のロの画く］
已四『このロ山口、⑫ロ『。■ロロ〔ロのｚ】○ワの．
夜のことで、舌
間
に
立
っ
て
い
た
。
屡岸夛国⑫己、三・回ロロニの『巴ロ｛の一一一口ご□菌一一ヨ、》】【夛国⑫『巴Ｐウ員己四く曰、菌一一のＰ一斤夛国⑰ウｌＣｏＱ・レロロ田切ＢｏＱ冒岳の曰。『回いい
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口】ごｏｐｍ【すの【Ｐ一一一一一一の印。
雨が降っていた。降っている時には雨であったが、降ってしまうと血であった。おれは沼の中で、高い睡蓮の
（佐々木直次郎訳）
5９ 
また一三○頁の欄外にも赤で縦線が引かれている。
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他の者の腕がその見知らぬ人から小児を取った．ｌ他の者の腕が取り去り、いつの間にか、宮殿の奥深くへ持って行ってし
ま
っ
た
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ゴロ⑫⑫白『【のロヨ８－－｛の一目ケの己四一一○『。｛ｓのヨロ『ワ｜のＤＣ臣ロ（のロ画ロロの．（ずの印夛「の一一旨、。［［豈の曰囚『このつ。⑫○臼》昼のぐの『旨己巨ユミ。｛弓のヨロ『‐
ウーの［の①［つゑ「のウのす。一二ｍ巨口ロのロー旨酉巨のケの□。ご①『二二一［ロ山［一」の。｛巨口、。この『口回す｜のロユ■ロ⑫○口》四口二四ｍ’－，ヶ〔いぎロロロの『Ｃ巨一ぐの『⑫口ワ○臣【すの『
この一局胃の【『四曰の毫四⑫四ｍのご【｝の巴『四（三四℃。一一回す。巨斤庁すの『一●す巴一この『一一一一の叩曰［ずの、『四の⑭。
若
い
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
そ
れ
の
よ
う
な
捲
毛
と
な
っ
て
、
典
雅
な
頭
の
周
り
に
房
々
と
な
っ
て
い
た
。
雲
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よ
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一
片
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布
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彼
女
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ま
な
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優
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な
姿
を
蔽
う
て
い
る
殆
ど
唯
一
の
も
の
で
あ
る
や
う
に
見
え
た
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し
か
し
真
夏
の
眞
夜
中
の
元
二
気
は
暑
く
、
重
々
し
く
、
静
か
で
、
彫
像
の
よ
うな姿そのものの如何なる動作も、重い大理石がかのニオベの周りに垂れているようにその姿の周りに垂れている、そのある
ひ
だ
かなしかのような衣裳の壁をすら揺がしもしなかった。
（５） 
（佐々木直次郎訳）
6０ 
ボーと芥川龍之介
一一一一一一八から一一一一一一九頁にかけての「ウィリァム・ウィルソン」（三国ロ少三三円Ｆの○三）では、同じく欄外に赤で縦線
が引かれている。
シ⑫閂已日ロ］『｛。。〔○ぐの【（■のＢ『の印ずず○一Ｐ員ウのｎ回己の四三四【の。【【ケの［－，口『の。【四『○日ケ四ワ。巨斤白『○三ロケの侭ケ戸四ロロヮロワ耳の□ご口
言三斤の。【の『の①昌己の『の已○『已口、【『。。【》ｏロ（曰岳の口○ぐの一｛四のご○ロ。｛弓の○二の閂己望めの一［三○『の呉弓の曰○曰のご【・曰亘⑫言の｛巴ロ（一祠ず（のロー
回す｜のＱ曰の【○℃の『Ｃの一くめ－ヶ巨庁ｓの｛の目色『の②。（宮の帛四の①目。○巳。ロ。（Ｓｍ【旨、巳⑫す．ごロ。ご曰くのロ（の『曰四ケの⑫（『○二のケ巨門ユのｓ『巨己８
『■の》四ｐＱｍの】い）ご函弓］のウ『（弓の四『旨已一三一（ロ四ｍｍの（臣『の。【己の（屋一四口〔】閂皀己四どのロ、のマヨ「宮］⑫己の『の□（百の夛「。『□の一一ごく一一一一四『ヨョベ一一の。ロー弓一二】己豈の四『・
弓、『のゴ「ロ①『［の。（｝豈の○ヶの『ご回ロ旨の白口斤・目豈の『の二国、斤豈四斤曰庁けのヨロロロの『○帛斤ケの⑫（『四口、①【一回ロロヨ〔すの（『の已已。Ｅのの■四六の。｛【ケの
こつ一一｛〔の□｛一口、の『己山のロの宮の｜Ｑ一片ワの庁夛「①のご目。『の『の⑭四口□【ずの一一ぬず戸夛「ｓ－ｏケ｛一一一のロ旨口の量「一斤ヴロロロロ四一一【一のロ四国』四国の】己のロ（》ワロ【芹夛「■のロ○斤
〔彦一の一三ヶ一の豈苣四□の。『一○一の口竺『］己。ご①□国］の。岸一二四ｍ【ずのロ『の砲口四口。『。【叩○一のヨ］口四ロロ〕○口】ご○ロ】ロ（すの②一口因巨一四『》一○夛「・彦一印の一口、巨庁芹の『四口◎の一
四二□四ヶ。ご①四一一二一【三画の弓のの彦四『四。（の『一号の（。□⑪言⑮呑口亭。【（声。⑫の烏のミマ印目］己］の》四ロー｛四目】】一国『→竜の（ご言房、ｓ⑤この豈一一ロワ｝の⑫雪夛「三のロ
ロ四国〕の一己耳ロ庁壺の【す。■の四国ロ（ｐＨ○口、］ロ、閂邑のロ］ＣＲ－のの。【つ『‐、○二のロロ『、一ロロニの（『ロの【巨己○コ目皀豈、○臣｝づ「一（ず〔声の②声。。【。｛四ｍ四｝ご凹口【ウ凹苧
〔の『旨・国『の閂。○巨亘『の○○ぐの『【宮のＥの①。開冒望切のロの①めすのゴ「囚の、○口の．
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その婦人は全、心全霊うち震え、その彫像は俄かに生気が出て来たＩ・蒼ざめた大理石の面ざし、膨らんだ大理石の胸、浄らか
き
ゃ
し
ゃ
な大理石の足が、突然、一面に抑えきれぬ紅潮を呈して来る。そして微かな身震いが彼女の華著な体の周りに震える。ナポリ
の穏やかな空気が草地の舗高い銀の百合の周りに震えるように。
（佐々木直次郎訳）
１
 
し
き
い
その室の閾を跨いだ時、私は自分と同じくらいの背の高さで、自分がその時着ていたように最新流行型に仕立てた白い力６
また一一一五○から三五一頁にかけての欄外にも赤で縦線が引いてある。
シミアのモオニング・フロックを着た、一人の青年の姿に気がついた。それだけのことは、その幽かな光で認められた。が、
彼の顔の目鼻立ちは見分けることが出来なかった。私が入ってゆくと、その男は急いで私の方へづかづかと歩みよって、怒り
っぽいじれったそうな身振りで私の腕を掴みながら、私の耳のところで「ウィリァム・ウィルスン！」と畷いた。
私は忽ちにしてすっかり酔が醒めてしまった。
その見知らぬ男の態度には、また光と私の眼との間に揚げた彼の指のぶるぶる震えていたことには、私に全くの驚憎の念を
感じさせるものがあった。が、私をそれほど烈しく感動させたのは、そのことではなかった。それは、奇妙な、低い、叱るよ
うな声の厳かな警告の意味深さであった。また、とりわけ、過ぎ去りし日の数多の群り集る記憶を喚び起し、私の魂に流電池
、
、
、
、
、
、
、
のような衝撃を与えた、あの僅かばかりの、単純な、よく聞きなれた、その上騒ぐような音綴の性質、音色、調子であったの
だ。私が漸く自分の感覚の働きを恢復出来た時には、その男はもう見えなかった。
（６） 
（佐々木直次郎訳）
シ〔二四【白⑫日日い○曰の己の『⑫。□可】のＱＳの一呉○ケ。［岳のロ。。『・［す四の【のロの□庁○℃『①ぐの口【Ｐロ旨斤『■⑫】。Ｐ四口ロ弓のローョヨの昌呉の｝旨『の‐
庁巨『ロのｑＳＢ昌二昌旨、四口（四ｍ○口】の（・国巨斤言彦口〔彦巨Ｂ四口］四国、巨口、の、四国四□の□■四斤の］くつ。『［『ロ］『香ロニロの【○口】の豈己のロ戸『吝自『ず。『『。『ぎす旨ず
つ。⑪⑫の⑭⑫のＱ己の口［庁彦の⑭己円白の］の【ずのロロ『の⑫のご【の二ｓご】の言勺弓声のウユの［己○日のロ〔旨夛「宮の彦ＨＰぐの円斤の。曰］の『の⑫ゴロニワの①ロの■【｛－，－のご〔
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6２ 
ボーと芥川龍之介
さ
し
Ｕ
よ
う
そ
の
瞬
間
、
誰
か
が
扉
の
挿
錠
を
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
坐
ご
せ
た
。
私
は
急
い
で
誰
で
も
外
か
ら
入
っ
て
来
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
か
ら
ま
た
、
、
、
、
直
ぐ
そ
の
瀕
死
の
敵
手
の
と
こ
ろ
へ
と
ひ
き
返
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
眼
前
に
現
わ
れ
た
光
景
を
見
た
時
自
分
を
襲
っ
た
あ
の
驚
憎
、
あ
の
恐
怖
か
み
を、如何なる人間の一一一国葉が十分に表わすことが出来ようか？私が眼を離していたその暫くの間に、室の上の即ち遠い方の端
の
配
置
に
見
た
と
こ
ろ
、
重
大
な
変
化
が
生
じ
て
い
た
の
だ
．
大
き
な
鏡
が
ｌ
自
分
の
心
が
混
乱
し
て
い
た
の
で
私
に
は
最
初
は
そ
う
思
わ
れ
たのだがｌ今や前にも何もなかったところに立っていたのだ．そして、私が極度の恐怖を感じながらそれに近づいてゆくと、
私
自
身
の
姿
が
、
だ
が
真
蒼
な
、
血
に
ま
み
れ
た
顔
を
し
て
、
力
の
な
い
よ
ろ
よ
ろ
し
た
足
取
り
で
私
の
方
へ
進
ん
で
来
た
。
そんな風に見えた・が、そうではなかった・それは私の敵手であった、ｌそれは断末魔の苦悶をしながらその時私の前に
ゆ
か
立ったウィルスンであった。彼の仮面と外套とは床の上に、彼の投げ棄てたところに、落ちていた。彼の衣服中の糸一本則Ｄ
、
、
、
、
、
、
ｌ
彼
の
顔
の
あ
ら
ゆ
る
特
徴
の
あ
る
奇
妙
な
相
貌
の
中
の
線
一
つ
も
、
全
く
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
、
私
自
身
の
も
の
で
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
！
それはウィルスンであった。けれども彼はもう畷きでしゃべりはしなかった。そして私は、彼が次のように言っている間、
自
分
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
こ
と
が
出
来
た
く
ら
い
で
あ
っ
た
．
Ｉ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「お前は勝ったのだ．己は降参する・だが、これからききは、お前も死んだのだ、ｌこの世に対して、天国に対して、ま
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
た
希
望
に
対
し
て
死
ん
だ
ん
だ
ぞ
‐
己
の
中
に
お
前
は
生
き
て
い
た
の
だ
．
’
そ
し
て
、
己
の
死
で
、
お
前
が
ど
ん
な
に
全
く
自
分
を
殺
し
て
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
しまったかということを、お前自身のものであるこの姿でよく見ろ。」
の四一二曲
。［三印＆⑫い○盲⑫一○口・西一⑫ヨロ⑫【四口□の一○四六一凹豈》ミゴの『の彦の豈色□（ず『○三口【すの冒・巨己。ご芹すの色。。【・Ｚ。〔四［声『の四・曰四一一三⑫『＆ヨのご帝－－－－
コ。［Ｐ一一コの一口回一一〔声の】己四『【のＱｐｐｇの一口、口一四『一一二の巴国のロ（⑫。｛ず一②［口の①諄「ゴーｎケ諄「口印ロ。〔》のぐのロ】ロ【ずの閂曰。②［■す⑫○一巨斤の）このロー【『・》言一言、
資『・謹言白鳥８雷・墓国電ｓＰ菖巨［旨、ミ・｝句←香、苫Ｒご菖筐己巨Ｐミニ○鷺Ｐ』呂亘、自己－－－－号Ｐこき言③一「ミ一ｓご函、Ｐ冒言Ｐ苫こさ』閂８，一局言言お
旦房二言ミミ祭－－－Ｐ量・量｝ご烏己言馬、ごミニミロ彊三青三ｍ言鳥ミミ・言ミミミ一貫言忌言②》ミミ烏『ａ『ご匂⑮Ｒ葛
§
一戸夛「口のごく】｝⑫。ローワ巨（ずのいつ。【のロｏｌｏｐｍの『］口凹夛「ゴーいつの『・山口ロ員。○巨一Ｑ豈四くの｛ｍｐＱの□〔豈四【閂】ゴ『いの一［一二四⑫のつの四声】ロ晒夛「声】一のぎの
●
 
6３ 
’一一五四から一一一五五頁にかけての「物をいう心臓」（目四回目両■自少Ｆｐ西口シ幻日）では、欄外に赤で縦線が引かれ、
かつそこに芥川自身の英文の書き入れがみられる。
勺『の⑫のご［一畳閂彦の四『□四⑫－－，ケ〔ぬ『○四コ・回ロー弓戸口の諄『一庁夛「口の〔ずの、【○四口。（■】。『〔四一斤の『『。『・戸夛「ロのロ。〔ロ、『○四口。｛ロ四】ロ。『。［ぬユの【
’
三
。
Ｉ
…
“
言
…
二
…
目
…
…
二
・
二
の
薑
二
言
・
二
言
…
薑
二
三
三
三
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回戸彦○臣晒す旨、彦巨。【一の。Ｐ庁ケの口『〔。
か
ら
だ
私はじっとしていて、何も言わなかった。まる一時間というｊＤの、体の筋一つも動かさなかった。その間彼が横になった
ような物音も聞えなかった・彼はまだ寝台の上に、耳をすましながら、起きているのです、ｌちょうど私が毎晩毎晩、壁の
中の茶立虫を聴きながら、そうしていたように。
やがて私は微かな岬き声を聞きました。そして私にはそれが死の恐怖の岬き声であることがわかりました。苦痛の岬きや悲
し
み
の
叩
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
ｌ
い
い
や
、
決
し
て
１
１
そ
れ
は
恐
怖
に
塵
倒
き
れ
た
時
に
魂
の
奥
底
か
ら
湧
き
上
る
あ
の
低
い
息
づ
ま
るような音なのです。私はその音をよく知っていました。幾晩も幾晩も、ちょうど真夜中、この世のものがみんな眠っている
時
に
、
そ
の
音
は
こ
の
胸
か
ら
湧
き
出
て
、
そ
の
恐
ろ
し
い
響
で
恐
怖
を
深
め
て
私
を
悩
ま
し
た
も
の
で
す
。
そ
う
で
す
、
私
は
よ
く
そ
い
つ
を
知
一一のｑ○三口・函の弓四の⑫一
一三図〔ｏケの⑫一口【ずのニミ凹豈。
冒云の己〔・ロー［の⑭庁一一一四コ□の巴ロロ。斤彦】ロ、．『。『囚二ヶ○一のロ。■『閂ローロロ。【己。ご①Ｐ己巨⑫。］の．■ロ○一口［弓の曰の四口感冒の閂ローロロ。【ずの四『宮一己
三
二
…
三
二
言
目
三
三
・
二
三
局
－
三
三
三
三
三
三
二
ｍ
ご
舅
三
噸
二
③
…
（佐々木直次郎訳）
6４ 
ボーと芥川龍之介
三五四頁（左側）の欄外に英語で「ぬ『・目・言の三斤の『【・『」（「新たな恐怖のうめき声」）とあるのがそれである。ざ
らに三五五頁（右側）の英文は次のようなものであり、
け
は
い
永い間じっと辛抱強く待っていたのですが、彼が横になった気配釧・ありませんので、私は角燈を少しｌ極く極く少し、開
け
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
．
そ
し
て
開
け
た
、
ｌ
あ
な
た
の
想
像
も
つ
か
ぬ
く
ら
い
そ
っ
と
、
そ
っ
と
、
ｌ
と
う
と
う
そ
の
隙
間
か
ら
、
蜘
蛛
の糸ほど細い微かな一筋の光線が洩れて出て、あの兀慶の眼にさしたのです。
そ
の
眼
は
開
い
て
い
た
、
ｌ
大
き
く
、
大
き
く
開
い
て
い
た
．
ｌ
そ
れ
を
見
つ
め
て
い
る
と
私
は
恐
ろ
し
く
狂
暴
に
な
り
ま
し
た
・
私
は
そ
れ
を
実
に
は
っ
き
り
と
見
ま
し
た
、
ｌ
ど
ん
よ
り
し
た
青
色
で
、
気
味
の
悪
い
薄
い
膜
が
か
か
っ
て
い
て
、
実
際
骨
の
髄
ま
で
も
ぞ
っ
と
す
る
の
ほ
か
です。だが老人の顔や体の他のところは見ることが出来士｛せんでした。まるで本能でそうするみたいに、ちょうどあのいまい
ま
し
い
一
点
に
光
線
を
向
け
て
い
た
の
で
す
か
ら
。
二
三
三
薑
三
目
睡
言
急
『
三
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国
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三
国
：
己
自
’
三
三
：
ご
目
’
三
］
…
三
…
“
］
薑
目
。
こ
』
“
騨
二
臺
冨
二
三
…
ｌ
・
’
一
・
二■一一ワーロのごゑ「耳ゴ四ヶ一二の○巨いくの】一○ぐの『一戸庁ゴロ（●ず一一一の□（すのくめ『昌貝〕四『『○一己】ロ・口邑ワ。□①の）す■【閂ｏｏｐ－Ｑの①①ロ。〔彦一□ぬの］の①。【［ずの○一口
『ヨロロごい【ロロの。『ロの『の。■函【。『自彦凹已ロー『のの【の』【ずの【Ｐ『口の】｛す旨］ロいぱごｎ斤》ロ『の。」いの一旨ロロ○口（ロの。四円ロロの』の□。〔。
っていました。老‐
そ
う
に
思
い
ま
し
た
。 老人が何を感じているかということを知っていた。それで心の中ではくすくす笑ってはいましたが、彼を可哀（７） 
（佐々木直次郎訳）
6５ 
これにつづく頁の下部に位置する英文に赤で横線が引かれており、ざらに左手の欄外に英語で「ロ・ロのウニで。：目
三『一〔の弓の②の皀曰のの」（「こういった文章が書けるのはボーだけだ」）といった芥川自身の書き入れがみられる。
その欄外に芥川は、「ぐご己」（「真に迫っている」）といった単語を一語書き入れている。次いで縦線がみられる一一一五
六
頁
の
英
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ところで私はさっき、あなたが私を気が違っているのだと間違えたのは、ただ感覚が過敏なのにすぎない、と言いましたね。
ｌところが今、私の耳に、低い、鍬い、速い物音、ちょうど懐中時計を綿に包んだ時のような音が聞こえて来ました・その 、、
、
音も私はよく知っていました。それは老人の心臓のどきんどきん樽つ音なのです。その音は私の憤怒をいよいよ募らせました。
ちょうど太鼓のどんどん打つ音が兵士の勇気を奮い起させるように。
（佐々木直次郎訳）
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［○○・岸夛「四ｍ庁ゴのウの山威目、。｛〔ずの○一ＱＲｐｐｐＣの彦の四『〔・自〔一口。『の四の①□曰曰く（巨『昌》四⑫斤彦のウのロ〔一口、。〔山口『巨閂■⑫ごロ】臣一四斤のの【す①のＣｌＱ－の『一口（。
、○口『四ｍの
（佐々木直次郎訳）
6６ 
ボーと芥川龍之介
三五八頁の欄外にも赤で縦線が引かれている。
が来ているのだ！｜声高くわめきながら、私は角燈をぱっと開けて部屋の中へとびこんだ。彼はたった一度きやっと叫んだ、
ゆ
か
’
た
っ
た
一
度
だ
け
．
す
ぐ
私
は
彼
を
床
の
上
へ
ひ
き
ず
り
お
ろ
し
て
、
重
い
寝
台
を
そ
の
上
へ
ひ
き
倒
し
た
．
そ
れ
か
ら
事
が
う
ま
く
い
っ
た
の
で
、
に
や
り
と
笑
い
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
何
分
も
の
間、心臓は抑えつけられたような音を打ち続けていました。これはしかし苦
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
壁
の
外
へ
ま
で
聞
え
は
し
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
。
と
う
と
う
そ
の
音
は
や
み
ま
し
た
。
老
人
は
死
ん
だ
の
で
す
。
私
は
寝台をとりのけて、死骸を調べました．そうです、彼は全くｌ全く息が絶えていた・私は手をその心臓の上にあてて何分も
そのままにしていました。脈榑はもうない。彼は全く息が絶えていた。彼の眼はもう私を苦しめることがあるまい。
（佐々木直次郎訳）
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一二○■一口庁『○口ワーの昌已のロ。同国。『の
ワロ『の戸
そ
れ
で
も
ま
だ
何
分
か
は
我
慢
し
て
じ
っ
と
立
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
鼓
動
は
い
よ
い
よ
高
く
、
高
く
な
る
！
心
臓
が
破
裂
す
る
に
違
い
な
い
と
私
は
思
っ
た
．
そ
し
て
今
度
は
新
し
い
不
安
が
私
を
捉
え
た
、
ｌ
あ
の
音
が
近
所
の
人
に
聞
え
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
Ｉ
老
人
の
最
後
の
時
『の（》｛。『い○己のヨヨロ【の⑫一○口、の『閂『の〔『＆口の□四コ□⑫８。□の【一一一・口ロ〔〔ずのウのロ〔旨、、『の三一○口Ｑの『」ｏＥＱの『一国［豈○色晒す【庁ゴのざの四『【冒巨の【
】
二
コ
【
】
ど
く
（
】
】
】
』
己
（】
。】
弓声の。亘曰四コ．のゴ。■『す②Ｑｏｏ己の一二二岳四
6７ 
、
、
、
、
、
「ベレニス」（■向宛ローｏ向）が収録壁（」れている一一一六四から一一一六五頁を開くと、タバコの灰が付着しており、芥川は
巻きタバコを吸いながらこれらの頁を読んでいたものであろう。また一一一七○から一一一七二頁（「ベレニス」の最後の頁）
の欄外にも、赤の縦線がみられる。
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薑
廓
薑
薑
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霞
６
、
、
、
勿論私はひどく真蒼になりました．’けれども一層すらすらと、そして高い声でしゃべりました．しか‐）やはりその音は
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
大
き
く
鬘
ｌ
で
一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
？
そ
れ
は
低
い
、
鈍
い
、
速
い
物
音
１
１
懐
中
時
計
を
綿
に
包
ん
だ
時
の
音
と
よ
く
似
閂帛ｏｐｐＱ『弓］いの一【い｝＃】ロ、一口（すの一一ヶ『回『邑・囚ロロ四ｍ四一二⑫一耳一口、【ずの『の四一○口の・閂【叩の①ロ］の旦斤ケ四〔目ほ四二口のゴ「一旨凹夛「四【のロの口帛『。『ヨロの。ご’
｛巨の①ロ山口Ｑの門＆【］二ｍ□『の回白・自【ロのヨ『庁豈凹【一片夛国のロ○三国一口己砲声戸四口二円三四印夛『の一一四コ「四『のご〔彦四斤の一口Ｃの（すの⑫のヰヨ、。閉庁彦のい■Ｐ国の『の’
ローｎのぎ囚ロケの①ローロ（の『『のロ・因巨（。［【ず四〔ｑ『の四『三つの『一○□三豈旨可】口斤の円く①口のロＨｐｐＱｐｏ已○の一片］ご＠四庁一の陣の【ロ○二の｛一二一〔の。○ヨロ『のワのロ叩一○口・
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ｍ已亘・戸夛「四の四｛のロ『｛巳ご緒の曰已の『の８ａ。【曰『の己、（の旨の一員一戸のロ四一一○ぐの『三一二ｓ貝四国ロ三□の。巨の》ロロロロヨ員の一一一四ワ］の『の８｜‐
一のつば○口円い庁『｝この。【○・のの】つぎの『庁彦の閂ヨマプ口（』ごく四一ニーヨ「ず一一の①ぐの『四国ロロロ○口》］一戸の【ロの②つ一『拝。【四口のロ四吋【の□⑫○口ロロ》（す①のす『一］一四口・
・
三
口
輌
三
歸
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三
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Ｉ
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三
宵
、
、
た音です。
（佐々木直次郎訳）
ボーと芥川龍之介
私は、自分が図書室に坐しているのに、再びそこにただ一人で坐しているのに、気がついた。混乱し興奮した夢から新たに
覚めたようであった。私はその時が真夜中であることを知っていたし、また日が没した時以来ベレニスが埋葬されていること
をよく承知していた．しかしその間の佗しい時のことについては、何の確実なｌ少なくとも何のはっきりした理解も持って
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薑
曰
二
画
く一○一四斤の。、［四ぐの－－－－。［四口】⑫【一ｍ臣『のニワ。□望のごいず『○巨已の□つくの【の【一一一ワ『の煙〔ローロ、－－－１⑰ローーロローロ一〔山口ロ、１－－－の豆一一ロ一（ご由一
因の己。ご〔のＱ〔○曰】ぬ四『白①□（の）〔ロの邑三の『のｐＥＱＱ旨四目□の一○耳のロヨ「再ずぬ。『の．円の己○戸のロ。〔マロニロロの（○○戸白の、①ロ【］ごウ罠［ずのぎ凶ロ。“
】斤夛「四のヨロのご【の。諄「一己【す①白］ロ『の②⑭。【ロ巨曰ロロロ巴｝ｍ・因の曰『のの（の□曰『四耳のロ【一○口８⑭○己の○ケ］の９ｍｍ巴口印〔斤豈の浄「四一一・閂一○○戸の□四斤）〔
【。『、○日のヨーロ■〔の印⑪一斤勇「四印画の己画９の。ごく】【ず四②ケユの丙閂ワ○口ロロの□【○斤ケの庁四ヶ一の》四口二ｍ『囚⑫ロの。【ずのす。〆〔ず四（一口『巨已○口】（・国巨（閂
の。■一ロロ。【［。『の①一（○つのご一国ローマ］ロ『ヨニ（【の回】。『・胃の一一℃ロの□【［。Ｒ已閂己望ケロロロのごロロロ【の一一ケの画く一一冠や四口ロケ■『⑫［】ロ（○つ一のｏの②一四二口［『○回］
］〔。一二一斤ロＰ『四耳一一ご函の○臣ごロや〔宮の『の【○一一の□○屋（の○国］の一己、【『巨昌弓のロ【、。｛□のご〔四一の巨『ぬの【■・一口庁の『閂皀一口、一のロゴ「再ゴ〔す一『【ご‐ブミ○巴已四一一マゴ「ロー〔の。
四口二一ぐ。『『’一○○戸一口、の巨ウ②［四口の①⑫〔ケ四（言の『①の○四耳の【の□庁○四口□（『Ｃ四ワ○巨（〔すの酉。。『。
この一口⑫勺
○口芹彦の白ウーのウの⑫丘の目のワロ『ロのＱ四一画目ロｍｐＱｐの口『耳一四『四一一戸一のつ。〆・戸三四の。【ロ。『のヨロ【【四ワ｜の○ケ、『回向〔の『・色ロー閂宮口□印の①ロ耳
｛『の□巨のロ［｜旨ワの【。『のご〔。『一斤夛『四②（ケのロ『○つの『〔『。【（ずの｛四目曰一一くつず罠凶○一四口一ヶ巨【ワ。ゴ「○四自己の一（一言の一雨、巨己Ｃロー］『（ロワーのっ四口ロゴ「苣皀ロー」閂
のづ巨已□の『ご『の、口『昌己、一兎曰声の、の〔宮口、⑫三の『の］ｐｐＣ己四ごロの『［○ワの口のｃｏｐｐ【の□｛○円一四口・己旨の弩の印四斤］のロ、【すＱ『○℃己のＱ８【ずの○つの口
已、①、。｛ロワ。。【》目Ｑ８回印の日①ごｏの巨口ロの『⑫８『の已昌の『の一Ｐ目言夛Ｓａ⑫言の『の弓の⑫旨、昌四『す巨〔⑫白］ロ一の目の⑫。｛岳のごＣの〔ロワロ
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薑
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…
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℃①『巨⑫の□〔すの昌一》ロー□〔ずのケ四一【の。【閂二『ず①四□の『の。〔【弓①旨己の①一ぐの印○二のロロマ四口□〔ずのワーＣＣＱＣ【■〕『す○・邑ワの⑥。■〕の、○二ｍの四一の二三ご耳彦一二ヨ｝望
6９ 
図書室の扉を軽くこつこつと叩く音がした．ｌそして、死人のように菅ざめて、｜人の召使が爪立ちで入って来た．彼の
し
や
が
眼
付
き
は
恐
怖
の
た
め
に
血
走
っ
て
い
た
．
そ
し
て
唄
れ
た
、
非
常
に
低
い
、
震
え
声
で
私
に
話
し
た
．
何
を
言
っ
た
か
？
ｌ
き
れ
ぎ
れ
の
文
句を私は聞いた．夜の静けきの中に恐ろしい叫び声が聞えたことをｌ家中の者が集まったことをｌ音のする方向を探した
こ
と
を
、
彼
は
語
っ
た
．
そ
れ
か
ら
、
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
調
子
に
な
っ
て
私
に
畷
い
た
、
墓
が
荒
ら
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
、
Ｉ
き
ょ
う
か
た
び
ら
、
、
、
、
、
、
、
屍
衣
を
着
て
は
い
る
が
、
ま
だ
呼
吸
を
し
て
い
る
ｌ
ま
だ
動
悸
う
っ
て
い
る
ｌ
ま
だ
生
き
て
い
る
傷
け
ら
れ
た
体
の
こ
と
を
‐
彼は私の着物を指きした．Ｉそれは泥まみれになっていて、血が固まりついていた．私は何も言わなかった．すると彼は
静かに私の手を取った．ｌそれには人間の爪の痕がついていた・彼は私の注意を壁に立てかけてある或る物に向けた．ｌ
す
ぎ
私はそれを暫く見つめていた．ｌ鋤であった．叫び声をあげて私はテエブルのところへとんで行き、その上に置いてある箱
を掴んだ。しかしどうしてもそれを開けることが出来なかった。が私の震えたためにその箱は手から滑り、どかりと落ちて、
粉々に砕けた。するとその中から、がらがらという音を立てて、何か歯科医の道具がころがり出し、それにまじって三十二箇
いなかった．それにも拘らずその追憶は恐怖にみちていた、ｌ漠然としているために一層怖ろしい恐怖、不明瞭なために一
層恐ろしい恐ろしさに。それは滕朧たる、忌わしい、不可解な記憶で一面に記されている、私の生存の記録の中の恐ろしい一
頁であった。私はそれを判読しようと努めた、が無益であった。そして時々、消え去った音の精霊のように、女の声で鋭い刺
すような悲鳴が耳の中で鳴り響いているような気がした．自分は何かをしてしまったのだＩそれは何であったか？私は大
、
、
、
、
、
、
、
、
、
声で自分にその問を尋ねてみた．すると部屋の騒ぐような反響が私に答えた、ｌ「それは何であったか？」と・
私の傍にあるテエブルの上にランプがともれていて、その近くに小さな箱が置いたあった。それは何も変った性質のもので、、
は
な
く
、
前
に
私
の
よ
く
見
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
出
入
り
の
医
者
の
持
ち
物
で
あ
っ
た
か
ら
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
そ
一
）
、に、私のテエブルの上に、来ているのか、また何故それを眺めて私が身震いしたのか？こういう一」とはどうしても説明がつ
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
私
の
眼
は
遂
に
一
冊
の
本
の
開
い
た
頁
に
、
そ
れ
か
ら
そ
の
中
の
下
に
線
を
引
い
た
一
つ
の
文
章
に
、
落
ち
た
。
そ
れ
は
詩
人
エ
ブ
ン
今
イ
ァ
ト
の
奇
異
な
、
し
か
し
単
純
な
言
葉
’
三
三
三
“
・
＆
一
重
“
三
三
昌
三
・
価
三
…
…
…
四百巨目三巨曰【。『の一のぐ四自切・薑であった。それでは何故、それを読んだ時、私の頭の髪の毛が逆立ち、体の血は血管の中で東っ
た
の
か
？
7０ 
ボーと芥川龍之介
「エレオノラ」（三七四頁）の欄外に赤で縦線（右側）が引かれ、かつ英文の下に赤の横線がみられる。
『すの己山『ぬ三○｛弓の『一ぐの『一四口□○烏〔ずの己四口豈口四園ロー曰、『一く巨一の【い［ロ呉、一己の□【ず『。■ぬゴロのく一○■②三四『の旨〔○一〔いのケ、二コの一三ｍ⑫三の一一
ｍい〔宮のの已四、の⑪斤豈Ｐ〔の〆【のご□のロ｛『○国］【ずの『已口『ぬ】ロ⑫四一三四臣ロ○一二口一口【。（声の□の己（ロ⑫。｛〔ずの⑫〔『の四目ヨ⑭巨己画一【ずの罠『の四ロゴの□斤豈のウの□。［
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二
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二
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三
三
言
言
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三
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三
三
一
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・
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ｍ
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［
・
…
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二
三
貝
、一『こ－の。】〔一口・雪「の『の。四『己の【の□凶一一すぐ回印。｛【ぬ『の①ロ、『凹め⑫。〔ず】ｎ戸・めず。『戸已の『｛の。〔一望のくのロ。囚ごロく■ロ一一一口‐□の『［巨閂ロの二・ワロ【の。ワの⑫ロユロ丙’
一の□〔百『○巨砲ロ○臣【二二（す［すの『の一一○二「ウ巨耳の【ロ岸ロ。（ずの二「ゴー言の已四」の罠・【すの已巨『ロ一のぐ一○一の（・山口ロ〔すの『巨ウ畳，『の。四⑫ロケ。この一つ（ケ四斤一〔⑰の〆。ｍの』，
一○臣の一弩【。『のくめ『・
■ 三○日■『ヨロ『Ｐ『○の①｛『。白－房ワのｇＰｐＱの○ｍの■〔一く］【夛国ロロの『の□四一○口い〔ず四斤庁苣の己の口『］旨つのウウ｜の⑭巨己○口三ケ月ケゴ「の一○ぐの□［。、四函の》
［口『□○夛己二『一己旨一扇ウ。⑫○曰・印斤】『『のロロ。〔貝四戸ウ貝一画く】ロ囚已。［】Ｃｐｌの⑫いり○口【の日一の胃ゴ旨一斤の○二日○一□⑫国［一○Ｐの亘已二ｍ。。、一○『‐
●
 
私たちの谷間の上のはずれにある山々の彼方にほの暗いところがあり、そこから細くて深い川が流れ出していたが、その流
ｌ
 
れ
は
エ
レ
オ
ノ
ー
ラ
の
眼
を
除
け
ば
、
他
の
ど
ん
な
も
の
よ
り
も
明
る
く
輝
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
曲
り
く
ね
り
な
が
ら
迷
路
の
よ
う
な
川
す
じ
を
『『○白弓のｓ己『の四○口のウの】ｏｐＱｇの已○巨口白曰⑭呉三の巨己己の『のロロ。（○口『のごＱ『の一のｑＱｏ白巴目弓の『の。『の己〔Ｃ巨口ロロ『『○三四口□
こののロ『］ぐの『・ウユ、ロ肩『〔す四口四一一ｍ四くの【ずの①邑の⑫。［ロ一の○口。『図一四口Ｑ諄「一コ□一口、⑫【の四一【ゲ】一望四ウ○巨（・・・・・・
こっそり抜けて、
ゆ
か
の小さい、白い、象牙のようなｊｂのが、床のあたりにあちこちと撒き散らばった。
（８） 
（佐々木直次郎訳）（９） 
（高橋正雄訳）
7１ 
一一一七四から一一一七五頁にかけて、赤で縦線と横線が引かれており、さらに一一一七五頁の欄外に英語で「已巨の旨・｛８－．『」
（「色彩の妙」）の書き入れがみられる。
旨、ワの囚巨（旨のロ○六の【○○巨『ロの四耳⑫曰一○巨Ｃ８ｐのい》。（【ケの一○くの四口。。｛〔ロの、一○『三○【の。□・
シロ９ヶの『の囚ロ二三の『の．旨、『○ぐのの四ワ。巨斤斤亘の、『四ｍ⑫』房の三】一口の『ロの②いの印。【Ｑ【の口皀の．いつ『四口、ロロ益口曰⑫〔一。【【の①叩・ゴヶ。⑫の白一一⑫］のロー
ニの『い【の閂ごめめ〔○○口ロ。庁巨ロロ、苣斤ごつ巨庁の一四口〔のロ、『囚の①帛巨一一］斤○夢「四『□の庁すの一一ｍロ芹【ず四（ロの①『の二四片口○○ローロロ『一口斤○芹弓の。①ロ〔『の。烏【ずのごロー‐
一の豈・その川床からはなんのささやきも起らず、それは大変おだやかに曲りくねって流れていたので、私たちが見つめるのが好き
だった、あの川のずっと奥深くに沈む真珠色の小石も全然動かず、じっと満足して、昔のままの場所にころがっていて、永遠
に
美
し
く
き
ら
め
い
て
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
川
の
へ
り
や
、
曲
り
く
ね
っ
て
そ
の
川
に
流
れ
込
ん
で
い
る
多
く
の
き
ら
き
ら
光
っ
た
小
川
の
へ
り
ば
か
り
で
な
く
、
ヘ
リ
か
ら
流
れ
の
深
み
の
、
底
に
小
石
の
あ
る
川
床
に
達
す
る
ま
で
の
あ
い
だ
に
き
え
も
ｌ
す
な
わ
ち
、
川
か
ら
谷
を
と
り
ま
い
て
い
る
山
々
に
至
る
こ
の
谷
間
の
表
面
全
部
に
、
や
わ
ら
か
い
緑
の
草
が
厚
く
、
短
く
、
完
全
に
平
ら
に
、
バ
ニ
ラ
の
よ
う
な
香
り
を
た
だ
よ
わ
せ
て
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
一面にわたって、黄色のきんぽうげや、白いひなぎくや、紫のすみれや、ルビーのように赤いつるぼら人がちりばめられてい
た
の
で
、
そ
の
た
ぐ
い
な
い
美
し
さ
が
、
声
高
に
私
た
ち
の
心
に
話
し
か
け
、
愛
や
神
の
栄
光
に
つ
い
て
語
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
草
原
の
そ
こ
こ
こ
に
あ
る
林
の
中
に
は
、
ま
る
で
夢
に
見
る
荒
野
の
よ
う
に
奇
怪
な
恰
好
を
し
た
木
が
突
き
出
て
お
り
、
そ
の
高
く
て細い枝は真っすぐではなく、昼間だけ谷間の中心に差し込んでくる日光の方へ向ってしなやかに傾いていた。
（高橋正雄訳）
『すの】『ウ四【【夛国いぃロ①の六一の。夢『一〔す〔ずのご】ご】Ｑ四一斤の『二四〔の②己のごロ。『。［のワ。ご『ロロロ②一一くの『藝凹ご旦屋侭協Ｉ匝眉医院匡障鳫偵ドト匠ＰＰＩ陣に‐ゆぃ悼扁ト吟ほゆ
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そんなわけで、その木の梢から四方に長く拡り、そよ風とたわむれてふるえながら、緑色に光っている大きな葉がなかったら、
三三。ｐ諄「のゴ四□一○コ、三四〔ｎケの已冒【すの【の、］○口の。【四ののロの『・｛一○胃のロ。■〔【ずのご口の》四一一ｍ。『ぬの○口⑫己。『】曰のｏｐｍｐＱｍ○一ｇロロロの①【【一目、Ｂ
ロの四つの四つ。ご①屋ｍ・の四口六つワ『□四くご一○三三の『四口二一。諄「の『ご巨口【一一再⑫のＱ、①の『の⑫【の已巨□○コ〔すの〔○つの。【斤豈の■］○岸二斤四一口の》斤巨『ロ】ロ、四一一［ケの一『
ローヨロの⑫の一二［。ｐ］、、二一｛旨の口○の一四口Ｑの与巨耳一二ｍ■の巨己。■い】｛｛。『のこの『Ｃ一三一〔ず】ロ四目■四ｍ』ロロ『〕の。■０ヶ○ロ⑭の。｛ぬ『四口□の■『四国ロ。［ぬ］。『『。
困四ロニヨケ目ＱｇＣ員〔三⑫ご口一一ｍ】》さ『（一【【の①ロ『の四『⑫》『○目］＆冒三『】二同一の○口。『ロワの｛。『のＦｏくの①日の『＆勇「】Ｓ曰○宮『ケの四『厨・戸
夛国の○口の①くのご一口、四〔【すの、一○叩の。【【すの【ゴー『ロー巨の〔『巨已。（ずの『一一〔の→四口。。【〔けの［○臣『〔ず。（曰く。諄『。・〔す山（諄「①の四［◎一○の【のローｐｍｍＣケ
。【ずの『・の①ヨウ『四つＰワの□の四斤ロ［ずの⑫の『ロのご〔，一一六の庁【の①⑫》ロロロ一○○六のここ○ニョミー【ず一口（ずの諄「四斤の『⑫。｛［すの幻一くの『。｛の一一ｍｐｏの四斤○口『一己煙、の印
〔すの『の一口．ごくの⑫己○六のロ○二三○『ロの已巨ユロ、〔ロの『のの【。｛【宮口〔⑰尋「、の（」四『一四ロー○屋『尋「。『こののこのロ巨己○口［すの『■。『『○ゴ「二「の『の〔『の弓〕屋一○色⑫
四ロー【の二「．ごくのゴロロロ『ロゴ『ご〔すのｍｏＱｐ『○の【『◎已斤声四（三四ぐの一四口ロロ。諄「三の｛の一汁（ゴロ斤声の声四Ｑのロ六一口□｜のロダ「芹豈一口臣の〔声の〔一の『『⑫。巨一⑫。｛
○臣『｛。『の｛四（すの『ｍ・目声のロ四②の一○口叩二三のずず四□｛。『○のロ【ロ『一のい□】⑫（曰、昌切ケ①二○口『『回向ＰＣ四己の〔ロ『○コ、三ｍ三房ラ【ずの【口己巳の⑫｛。『諄「ず旨彦
呂の豈冨ロウの目のＣｇ－一望二○（の旦目Ｑ８ｍの弓の『ず『の四９８口□の一三○巨のワーー朋○くめ『岳のく四一一の】。｛弓の二目『‐ｏ○一○『＆の『回いめ．シ
のケロロ、の｛の一一口己○コ四一一斤す】□ぬの・の［『四口、①ウユ一一一四コ【芭○尹「の『いつ⑭〔四『‐印ゴロロのＱ・ワロ『⑫【○口【ｐＣｏｐ〔ずの【『のめい夛「ずの『の口○色○尹「の『いずロニワの①ご
【ロ○尋ヨウの｛。『の．『すの〔曰房。【斤彦の、『の⑦ロｎ画『己の〔□の①□のロのロ一四コ二三ヶ①Ｐｏｐのワ『○口の一［ずの二「三〔の□巴⑫一のの⑫彦『ロー弄四量己邑・【ずの『①
のロ日ロ、巨己冒己一四の①。（弓の曰・〔のごウ望〔のロ。（二ｍ『ロワ罠‐『のＱ凹め□ず。□の｝・シロ・一】（の四『○の①旨。■『己、Ｓ⑫》【。『Ｓの日一一［旨已冒、Ｐ
三［すの『（○口口印の①Ｐ三一【ず四一一，四畳、一○ジ「白、宮『Ｑの．［一四口ロ（の□三ののｎ回『｝の（己一巨己四ｍのウ＆。『の■の・弓ケのｍＣ－ＱのｐｍｐＱの】］この『［】⑫ケゲロロロ庁の□
［言『一ぐの『６貝。〔弓のウ。⑭○ロ］・【諄「富＆】⑫目のロ」一三の耳一一三の．■ヨロョ］巨『斤冨〔⑫三の一一＆・四二のロ四戸曰〔○四一巳一日、曰の一○ｓ曰。『の
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一ｍご［す①の巨口．
一○臣の一一口のの。□四一一く一二ｍ諄『一斤ケ斤豆の白のつぎ『『いつ○口の三－，ヶ【すいくの｛四口の｝のロ【ずのロ］ぬ一四コ〔の①『つめロ（の。｛の『ユ四二○一コ、ゴ○白四ｍの戸。【ロの一『の。くの『の‐
○ケの①【⑫。｛向一ｍ○二○『四一②Ｐ〔ず四斤ウ臣（｛。『斤可のワユ一一国。【ぬ『の①ロ。｛斤豈のケロ、の一の画くのい［ケ四〔⑫己『の、□【『○己庁声の一『②■ヨヨ】厨一コ一○口、『【『の己巨‐
そ
の
樹
皮
に
は
漆
黒
と
銀
色
に
交
互
に
生
き
生
き
と
輝
く
斑
点
が
あ
り
、
エ
レ
オ
ノ
ー
ラ
の
頬
以
外
の
ど
ん
な
も
の
よ
り
も
な
め
ら
か
だ
っ
た
。
7３ 
’一一七九から三八○頁にかけての右の欄外に、赤で縦線と本文中に横線が一本引いてある。
シ
リ
ア
の
大
蛇
た
ち
が
君
主
で
あ
る
太
陽
に
敬
礼
し
て
い
る
姿
を
想
像
し
た
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
私たちの心に愛がしのび込むまで、十五年間、私とエレオノーラは手をつないで、この谷間を歩き廻った。ところが、彼女
が生れてから三度目の、私にとっては四度目の清め式の終りの晩のこと、私たち一一人は蛇のような木の下で、互いに強く抱き
合いながら、自分たちの姿の映っている無言の川の水を見おろしていた。その楽しい日の夜いっぱい、私たちは一言も話さな
かったし、翌日になっても私たちの言葉はふるえ、ほとんど喋れなかった。私たちはその川の水から恋愛の神エロスを呼び出
したのだった。そして今、エロスが私たちの祖先伝来の情熱的な魂に火をともすのを感じたのだ。数世紀にわたって私たちの
民族の特徴になっていた情熱が、それもまた有名になっていた空想力と混り合い、その二つが一緒になって五色の草の谷間に、
胸をときめかすような喜びを吹きつけてきたのだ。ありとあらゆるものが変った。それまで一度も花を見たことのない木々の
上に、不思議な、星形のきらきらした花が、ぱっと咲き出した。緑の草の敷物の色は一層深まり、白いひなぎくが一つ一つ影
をひそめ、その代りに十本ずつのルビーのように赤いつるぼらんが咲き出した。また私たちの通る小道も生気にあふれた。な
ぜなら、それまで見たことのない大きなべにづるが、陽気で、燃えるように赤い鳥たちと一緒に、私たちの眼の前で深紅の翼
を羽ばたかせたのだから。金と銀の魚が川をおとずれ、川底からはわずかずつささやきが起り、それはついに風の神エオルス
の
堅
琴
よ
！
も
っ
と
清
ら
か
な
Ｉ
エ
レ
オ
ノ
ー
ラ
の
声
以
外
の
ど
ん
な
も
の
よ
り
も
も
っ
と
美
し
い
ｌ
心
を
や
わ
ら
げ
る
調
べ
に
高
ま
つ
た
０ 
よ
い
の
た。それからまた、長いあいだへルベルス（明星）の領地の中に眺めてきた大きな雲が、深紅と黄金色の華麗な装いをこらし
て、そこから流れ出してきて、私たちの頭上で静かに止り、日一日と下にさがって、ついにその裾が山々のいただきに届くと、
それまでほの暗かった山々が壮麗な景色に変り、私たちを華麗と栄光の魔法の牢獄の中に永久に閉じ込めでもするように思え
（高橋正雄訳）
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また三八一頁の下方に位置する欄外にも、赤で短い縦線が引かれている。
三
三
－
国
三
『
三
三
…
三
三
・
富
三
二
…
…
…
・
三
重
ｇ
・
皀
昌
…
三
思
’
’
三
・
胃
の
四ｍ巳ロー□〔すの昌一のロつめ。【【宮のロ】、豈斤・【可の『のｏロヨの［宮『○口、ゴヨ三一四［〔一つの庁す①の。｛〔の】晒す②諄「与一の豈古四・【。『⑫四【のロ冒口の一四口。【弓の『弓］。□の一一の。
三
三
三
・
二
言
目
…
三
…
言
ｌ
②
一
§
旨
…
一
’
三
三
三
三
・
ぐ
三
三
盲
三
三
三
一二斤四六一口、【。【すご己四いの一○口四【のケのロ『〔ずの『諄「す○一⑫ロ『己のロ、口『この．〔す。巨四『（四ワ⑫○一くのｇ｛。『『の四⑫○口の夛「す一のすのす四一一ワの曰四□の云口○夛己〔。
［すの①一口四の四ぐのＰ。｛ｇ『ご○諄「のロロ８回一の○口。『四・二
くれた川の調べも、少しずつ消え、次第にささやきが低くなり、ついに川は初めのような無言のいかめしさに戻ってしまった。
そして最後に、大きな雲が立ちのぼり、山々の頂きを昔通りのほの暗さにしながら、ふたたぴへルベルスの領地に戻って行き、
さまざまな黄金色にきらめくけばけばしい輝きを、五色の草の谷間からすっかり取り去ってしまった。
（高橋正雄訳）
旨８岳のの○一の白己□。（一厨。『］四目一切一一の旨の．シ己二のＰ一画印匡巨・己のぐ。一目二口○口⑫の一○■□弓『○の①・目Ｂ四宮己。■旨、ｓの８℃の。｛ｓの
白○巨口〔囚冒⑫【。〔ずのｓ三二の②の。〔○一□》｛の一一ウロの六三（。【ずの『の四○口の。【函のの己の『・山口ロ〔○○六四ゴロ望ロ一一一［⑫ヨロヨ｛Ｃ－ＱｍＣ－Ｑのロ四コ□ぬ。『ぬの○口の
、一○『一の印｛『○己岳のぐ四一一の昌○［Ｓの二目『‐Ｏ○一○『＆の国のの．
ロ一の○コ。『四．一（Ｓの二一一三のご一一己の里『皇・ヨョ員ョ屋『、、『○三目一○二「の『四己一○三の『》目三ｓの⑫庁『の四己『の巨曰①Ｂ四二自臼戸巨［の『一冠・
Ｉ
 
５
 
私は結婚した１１自分に与這えてくれとたのんだ呪いを汎しれもしなかった。そしてその呪いの苦しさは私の上におとずれもし７
そ
し
て
エ
オ
ル
ス
の
琴
よ
り
も
も
っ
と
や
さ
し
く
、
エ
レ
オ
ノ
ー
ラ
の
声
以
外
の
ど
ん
な
も
の
よ
り
も
清
ら
か
だ
っ
た
、
あ
の
心
を
な
ぐ
さ
め
て
シロロニの一三一旨、己の一○□■〔ず胃ケ四・ヶの①二⑫。〔〔の『〔声色ロ斤苣の尋曰。‐す四『己。｛トロ○旨⑫》四ロロヨ。『のｓご旨のＳロロロ一一⑫口くの〔ずのく○一つの。｛
芥川のボーの人と芸術に関する知識の出所は、以上のような文献からである。芥川がボーを知った時期、ボーの作
品を読みだした時期は明らかでないが、おそらく一高生か東大の英文科の学生時分のことか。ボー文献を少しずつ求
め、それらを本格的に読むようになったのは大学を卒業後、海軍機関学校の嘱託教官、大阪毎日新聞社の社員を経て
（、）
文
筆
業
に
専
念
す
る
よ
、
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
芥
川
の
原
稿
料
は
一
枚
二
円
だ
っ
た
と
い
う
し
、
生
活
に
も
ゆ
と
りがあったというから、ボー文献を求める経済力はあったものと思われる。芥川のボーへの関心と愛好は、じつに長
期にわたっていた。このことは全集を通してみても明らかで、たとえば筆者が学生時代に愛読した『芥川龍之介全集」
（全八巻、筑摩書房、昭和胡．、～昭和仙・３）をひもといてみても、ボーの名が出てくる回数だけでも一一一○回を下
らない。このこと一つとっても、芥川にとってボーは好きな作家の一人であったことは疑いない。その全著作をみる
と、他の作家との関連においてボーへの言及はたしかに多いが、しかしボーを正面から取り組んで論じた批評や評論
となるとほとんど無く、あえてそれに近いものは、エッセイ風記事「ボーの片影」（大正Ⅲ．８．１～４、『秋田魁新
なお同頁の欄外に「］ｍｇｚ・ぐ・］＠屋」といった芥川の書き入れがあることから、かれは大正二年一一月一八日にこ
の短編を読了したことがわかる。
なかったのだ。一度‐１１夜の静けさの中でただ一度だけ－１１窓格子を通して、私を見捨てたあのやさしい溜息が聞こえ、それ
は
聞
き
な
れ
た
や
さ
し
い
声
と
な
っ
て
こ
う
い
っ
た
の
だ
。
「
安
ら
か
に
眠
り
な
さ
い
！
愛
の
精
が
す
べ
て
を
支
配
し
心
に
ア
ー
メ
ン
ガ
ー
ド
と
いう娘を受入れた時、あなたはエレオノーラに誓った誓いからとかれたのです。なぜかという理由は、あなたが天国に行った
時明らかにされるでしょう」（後略）。
（高橋正雄訳）
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（皿）
報』に掲載）と「短篇作家としてのボオ」（大正、．２．５、東京帝国大学における講演の草稿）や「ボオの一面」（昭
和２．５、新潟高等学校その他における講演の草稿）ぐらいのものである。芥川は「短篇作家としてのボオ」におい
て、「ボーなる一人格が短篇作家たる方面にはいかに見えるかをいはんとするなり」と講演の目的を明確にし、話を
進めるのだが、講話では「アーサー・ゴードン・ピムの冒険」の梗概からはじめ、この物語の特色１１事実らしく書
いてあること、ダニエル・デフォ（一六六○～一七一一一一、イギリスの小説家・ジャーナリスト）との類似点と異同点
ｌ物語作家としてのボーの技巧などについて論じている．「ボオの一面」では、ボーの出自と死について略述した
の
ち
、
批
評
家
と
し
て
の
ボ
ー
、
そ
の
詩
論
や
短
編
の
創
作
論
、
死
に
ざ
ま
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
講
演
の
ネ
タ
本
の
一
部
と
な
っ
た
も
の
は
、
ア
ー
サ
！
ラ
ン
サ
ム
著
一
エ
ド
ガ
ｌ
ア
ラ
ン
余
‐
ｌ
批
評
的
研
究
』
（
一
九
二
二
年
一
や
！
△
ハリソン箸「エドガー・アラム・ボー伝』（一九○二年）などであったろうか。
先に引いた芥川の書き入れから明らかになる点は、かれがボーのいかなる点に興味を覚え、何を学ぼうとしたかで
ある。プロの創作家としてペンで食べてゆこうとするからには、相当の覚悟と力量を必要とすることはいうまでもな
いが、何よりも重要なのは文章を書く能力、長期にわたって文筆に親しめるかということである。創作意欲やネタや
芸が枯渇しはじめたとき、作家の命運が尽きるときでもあるが、繊細な神経の持主である芥川も、ひと一倍そのこと
を意識していたことと思われる。芥川は創作の筆を執るとき、当然作品のテーマや内容にも注意を向けたであろうが、
、
、
、
、
、
何
よ
り
も
留
意
し
た
の
は
作
品
全
体
の
構
成
で
は
な
か
っ
た
か
。
芥
川
は
ボ
ー
の
文
学
理
論
や
短
編
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
心
ひ
そ
か
に
モーテル
こ
の
作
家
を
戸
口
分
の
文
学
上
の
指
針
も
し
く
は
文
学
上
の
師
表
の
一
人
と
し
て
仰
ご
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
創
作
家
と
し
て
の
芥
川
は
、
と
き
に
表
現
に
苦
し
み
、
表
現
上
の
才
能
の
欠
乏
に
脳
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
か
れ
は
そ
の
欠
落
部
分
を
補
う
意
味
で
ボ
ー
の
翻
訳
を
試
み
た
と
述
べ
て
い
る
。
芥
川
の
分
身
で
あ
る
信
輔
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
彼
（
信
輔
１
１
引
用
者
）
は
ボ
オ
の
短
篇
7７ 
芥
川
が
「
小
説
作
法
十
則
」
の
七
則
に
お
い
て
、
文
章
研
磨
の
要
を
説
き
、
「
若
し
一
つ
の
言
葉
の
美
し
き
に
晄
惚
た
る
こ
と
能
は
ざ
るものは、小説家たる資格の上に多少の欠点ありと覚悟すべし」と述べたものは、ボーが「詩作の哲学」において効
果を考察し、「冒頭の文章からして、その効果をもたらすに役立たなければ、すでに第一歩において失敗なのである」
と
い
っ
て
い
る
も
の
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。
ざ
ら
に
ボ
ー
も
芥
川
も
完
全
無
欠
の
表
現
１
１
芸
術
作
品
の
完
成
を
期
き
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
る
こ
く
え、鍵刻砕、心したことはいうまでもない。
先に引いたボー文献の書込みから考察すると、芥川がボーの内に興味を惹かれたのは、文章や字句の構成、物語の
舞台装置や小道具、作品の長きや効果（印象の統二などであった。とくに効果の点に関していえば、韻律的および
を一日に一頁づつ訳して行った。しかしこれも容易ではなかった・彼は複雑な従属句の前に度たびペンを拠り出した。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
む
し
、
、
、
、
、
いや、一つの形容詞の前にも度たびペンを拠り出した。元来彼の志したのは完全にボオを訳すよりも、寧ろ大は一篇
、
ふ
ち
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
く
の布置（配置）を、小は文章の構成をボオに学ぶことに潜んでいた。が、事実上この区別は当時の彼には出来悪かつ
け
ん
た
い
た．彼は畢意翻訳にも、ｌ彼の一二度目の試みにも倦怠を感ずるばかりだった」（「大導寺信輔の半生」）
（）内と傍点は引用者による。
芥川はボーの文章にてこずりながら訳筆を執ったのであるが、日本語に置き換える作業は思うにまかせず、やがて
や
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
原
稿
は
現
存
し
な
い
か
ら
破
り
す
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
芥
川
は
ボ
ー
の
原
文
を
訳
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を綿密に解きほどき、自分の文章のスタイルを形づくろうとしたのであろう。芥川がボーの内にいちばん共感を覚え
たのは、ボーがきわめて完成度の高い作品を意識的かつ分析的に作りだすことを目ざし、それを実践しようとした点
で
あ
っ
た
。
詩
作
を
除
き
、
芥
川
は
何
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
短
編
小
説
を
書
こ
う
と
努
め
る
に
あ
た
り
、
物
語
の
構
成
と
文
章
の
表
現
技
巧
に腐心した。
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色
彩
的
効
果
、
反
復
や
対
比
の
効
果
な
ど
、
修
辞
学
的
な
技
巧
を
も
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
芥
川
は
作
品
の
構
成
や
形
式
ば
か
り
に
関
心
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
か
れ
は
ボ
ー
の
物
語
を
じ
っ
き
い
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
の
生
々
し
い
、
斬
新
な
描
写
、
人
の
意
表
に
出
る
表
現
、
要
す
る
に
叙
述
の
た
く
み
さ
に
感
心
し
た
。
し
か
し
、
芥
川
は
単
に
ボ
ー
の
先
進
性
や
卓
越
性
だ
け
に目を見張っただけにおわったのか、それとも何か自分のものとして取り入れたのであろうか。ボーから直かに学び
得
た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
自
分
の
著
作
に
生
か
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
具
体
的
に
作
品
を
挙
げ
、
影
響
関
係
を
明
確
に
証
明
し
て
み
せ
た
論
考
は
数
こ
そ
少
な
い
が
、
全
然
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
たとえば江口裕子氏の「五意識的制作」（「第二部芥川龍之介とエドガァ・ボオ」ニドガァ・ボー論考」所収、
創文社、昭和妬．、）には、芥川がボーから学んだ手法を自分の作品に応用している実例を具体的に挙げてある。そ
リ
フ
レ
ー
ン
れによると、ボーは「大鴉」において、詩を構成する基調として農ｚのぐの『己。『の》．（「またあらじ」）の反復句を用い、さ
らに短編「エレオノーラ」では「少年と少女の恋の芽生えとその消滅を、自然現象の変化に托して象徴的に表現して
（旧）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
い
る
」
と
い
い
、
同
一
イ
メ
ー
ジ
の
字
句
を
く
り
か
え
し
、
反
復
の
効
果
を
狙
い
、
ま
た
「
恋
の
芽
生
え
と
と
も
に
花
咲
き
さ
か
え
、
そ
し
ょ
う
じ
よ
う
の
消
滅
と
と
も
に
万
目
請
条
と
し
て
し
ま
う
自
然
の
変
化
に
、
生
命
の
消
長
を
象
徴
さ
せ
る
と
い
う
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
対
比
に
よ
る
効
（Ｍ） 
果を狙っている」と述べている。
び
せ
い
芥川もまた散文詩的な小口叩「尾生の信」（大正九年（’九一一○）一月一日発行の雑誌『中央文学』第四年第一号に
、
、
、
、
、
掲載きれたもの）において反復の効果を狙っているという。主人公の尾生は橋の下に佇んで女（恋人）が来るのを待
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
に
水
か
さ
は
徐
々
に
増
し
、
彼
は
と
う
と
う
両
脛
き
え
も
水
中
に
没
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
女
は
来
な
い
。
そ
れでもかれは水の中に立ったまま女の来るのを待ち、何度も橋の空へ眼をやる。結局、女は来ないのだが、江口氏に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
よれば、、水久に戻らぬ恋人を空しく待つ男の主題の設定は、ボーの「大鴉」に似ているというのである。その他、同
7９ 
ない」といった語句がＬ
、
、
（巧）
模
倣
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
作品にみられる「石の橋」「川の水」「空の光」「青い蘆」
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ない」といった語句が七回も反復使用されているのは、
また芥川の友人であった豊田実は、大正十二年（一九一一一一一）の春、洋行前に湯ヶ原の宿に滞在したとき、はからず
も芥川と同宿することになり、同人が熱心に語る「文芸上の技巧」のことを聴いたという。芥川もボーと同じく、
た
く
み
、
、
、
「人間精神の機微を巧に利用して、読者に訴える点、殊に人間固有の一衝動たるロ①【ぐの【の①ロのｍの（依伯地又はひねく
、れの
意
‐
１
１
引
用
者
）
に
訴
え
る
技
巧
」
を
用
い
た
と
説
く
。
芥
川
は
、
読
者
の
、
心
の
中
に
あ
る
依
伯
地
や
ひ
ね
く
れ
の
本
能
に
訴
え
て
物語の真実味を発揮しようとしているという。たとえば、「地獄変」において、作者（芥川）は堀川の大殿様の良秀
の娘に対する不良の態度を暗示しながら、他方においては、大殿様が良秀の娘を焼き殺きれたのは叶はい恋の恨みを
晴らすためであったという風聞があることを指摘し、じっさいはそんな噂はないと作品の随所でくり返し述べている
（咽）
ことなどは、「明かに読者の依佑地の、心理に訴え、裏を一一一一口って表を信ぜしめようとするボーと同一手法である」と語
っている。
育正す百丁注
、－〆～-－、＝＝、－－、_＝塵幣朽鴎海賊ポ調『小説全集第五巻黒猫』（第一書房、昭和八年七月）より引用。
右に同じ。
佐藤春夫「芥川龍之介論」（「近代日本文学の展望」『佐藤春夫全集第十二巻』所収、講談社、昭和四十五年三月）を参照。
祁川榊一示亜露艫辮辨「詩の原理』（国文社、昭和弧年四月）より引用。
睦蝉狩鴎海鰔ポ酉小説全集第二巻群集の人』（第一書房、昭和六年十一月）より引用。
い
ま
等の単語の語句のくり返しや、とくに「が、女は未だに来
、
、
、
、
、
、
、
「大鴉」の三の「の『口〕・『の》》（「またあらじ」）の反復句の効果を
8０ 
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グーへ＝￣へ
１４１３ 
、=〆、－〆
（６） 
（７） 
（８） 
（９） 
（、）
（、）
（皿）
鷺只雄編「年表作家読本芥川龍之介』（河出書房新社、平成四年六月）を参照。
昭和五十二年（一九七七）六月、東京神田の三省堂の六階において、芥川龍之介の自筆草稿類の展示会が催され、筆者も
興味をもって一点一点眺めた。その折、いちばん注意を惹かれたのは縦約二○センチ、横約三○センチほどの紺色の台紙に
張り付けられた名刺大の紙片二枚であり、それには万年筆と赤エンピッで英文まじりの文字が書いてあった。それは芥川が
昭
和
二
年
二
九
二
七
）
五
月
、
新
潟
高
等
学
校
で
行
な
っ
た
講
演
「
ボ
オ
の
一
面
」
の
メ
モ
で
あ
っ
た
。
文
字
は
小
さ
く
、
そ
れ
を
筆
写
す
る
機を逸したが、いずれ「日本におけるボー」をまとめたいと思っていたから食い入るように見た。このときからもう一七年
の歳月が経ち、筆者は今ようやくわが国におけるボー受容史の執筆に専念している。平成六年二九九四）の盛夏、筆者は
汽車にゆられ甲府へと向った。「山梨県立文学館」（甲府市貢川一’五’三五）にあるという、芥川のボー講演の草稿を見る
ためである。同館には芥川の草稿やカード類が多数収蔵されているが、訪ねてみると、これら一切は公開していないといわ
れた。出端から意気込みをくじかれ、がっかりしたが、幸い同館より写真版『芥川龍之介資料集」（上下二冊、限定五○○部、
平成五年二月刊）が出ており、これによってボー講演の草稿の全貌を知ることができた。
芥川が大正一○年（一九一一一）二月、東京帝国大学の山上御殿において行なった「短篇作家としてのボオ」の草稿は、全
部で一二枚ある。それは罫線を引いた用紙に横書きで記したものだが、紙の寸法も文字の色も資料集の「解説」になく、ま
してやモノクロ写真では何もわからない。「ボオの一面」の草稿は、「芥川龍之介」とだけ印刻してある名刺の裏に横書きで
書いたもので、全部で一一一枚ある。先年、筆者が神田の三省堂で実見したものはこの内の一一枚である。
江口祐子「エドガァ・ボオ論考」（創文社、昭和四十三年十一月）の一三六頁。
同右。
「
ボ
オ
全
集
第
注（２）に同じ。
鷺
只
雄
編
万
昭
和
五
十
二
年
佐
々
木
直
次
郎
注（３）よｈ／引用。
嫁〆馴ヵ枯典建学繊脅辨一繩「Ｅ・Ａ・ボオ倫まれた手紙他九篇」（共同出版社発行、昭和二十三年九月）より引用。
塵踊朽曙海賊識「小説全集第一巻軽気球虚報』（第一書房、昭和六年九月）より引用。
第２巻』
（東京創元新社、昭和三十八年六月）より引用。
8１ 
（理注（昭）に同じ。
（肥）豊田実「芥川》
豊田実「芥川龍之介とエドガァ・アラン・ボー」（「語学畑の副産物」富山房、昭和十三年八月）
8２ 
